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▲ ▲ ▲  鳴門携帯ＮＡＶＩ
災害情報や休日当番医などの情報
を掲載しています。
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市民のうごき

　　世帯数  26,533世帯（＋15）

　　人　口  59,632人（-16）
（）の数値は前月比

■ 出  生　男  11人　　女  23人
■ 死  亡　男  27人　　女  28人
■ 転  入　男  58人　　女  64人
■ 転  出　男  60人　　女  57人
※９月30日現在
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Naruto
広報なると

ド
イ
ツ
の
姉
妹
都
市
、
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市（
以
下

「
リ
ュ
市
」）の
親
善
使
節
団
52
人（
一
般
39
人
・
青

少
年
13
人
）が
10
月
13
日
か
ら
17
日
ま
で（
青
少
年
は
25
日

ま
で
）本
市
を
訪
問
し
、
友
好
の
歴
史
に
新
た
な
１
ペ
ー

ジ
を
刻
み
ま
し
た
。

　

到
着
翌
日
に
ド
イ
ツ
村
公
園
を
訪
れ
た
使
節
団
員
ら

は
、
泉
市
長
や
板
東
小
学
校
の
児
童
を
は
じ
め
と
し
た
約

１
０
０
人
の
市
民
か
ら
歓
迎
の
お
出
迎
え
を
受
け
ま
し
た
。

続
く
コ
ス
モ
ス
交
流
で
は
、
鳴
門
市
花
街
道
・
地
域
づ
く

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
田
村
代
表
と
リ
ュ
市
・
メ
ド
ケ
市
長

が
友
好
の
証
と
し
て
コ
ス
モ
ス
の
種
を
交
換
し
た
ほ
か
、

お
菓
子
や
コ
ス
モ
ス
の
花
の
お
接
待
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
使
節
団
員
は
滞
在
中
、
市
内
各
所
の
見
学
や
夕
食

会
、
鳴
門
日
独
友
好
協
会
会
員
が
各
家
庭
で
お
も
て
な
し

を
す
る「
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
」な
ど
を
通
し
て
、
市
民
同
士
の

友
好
を
深
め
ま
し
た
。
青
少
年
使
節
団
員
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
先
で
日
本
の
日
常
生
活
を
体
験
。
市
内
の
中
学
・
高
校

で
授
業
や
部
活
に
参
加
し
た
り
、
小
学
校
で
歓
迎
を
受
け

た
り
と
、
言
葉
の
壁
を
越
え
た
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

友好の絆  さらに強く

ドイツ・リューネブルク市
親善使節団が来鳴

１

２

①お出迎え時の集合写真
②笑顔のコスモス交流
③ドイツ兵慰霊碑への献花
④第九を合唱してくれた
　保育園児に感動
⑤地域住民によるお接待

３

４

５
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本
市
と
ド
イ
ツ
と
の
絆
は
、
約
１
０
０
年
前
の
第
一
次

世
界
大
戦
時
、
板
東
俘ふ

虜り
ょ

収
容
所
に
収
容
さ
れ
て
い
た
ド

イ
ツ
兵
約
千
人
と
地
域
住
民
と
の
間
に
生
ま
れ
た
国
境
を

越
え
た
友
情
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
同
収
容
所
で
は
、
松
江
豊
寿
所
長
が
捕
虜
た
ち
の
人
権

を
尊
重
し
、
で
き
る
限
り
自
主
的
な
運
営
を
認
め
て
い
た

た
め
、
ド
イ
ツ
兵
は
地
域
住
民
に
ド
イ
ツ
の
優
れ
た
技
術

や
西
欧
文
化
を
伝
え
る
な
ど
、
心
温
ま
る
交
流
を
繰
り
広

げ
て
い
ま
し
た
。
特
に
音
楽
の
分
野
で
は
収
容
所
内
外
で

１
０
０
回
以
上
も
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
催
さ
れ
、
そ
の
う
ち

の
一
つ
が
大
正
７
年
に
ア
ジ
ア
で
初
め
て
演
奏
さ
れ
た

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン「
第
九
」の
演
奏
会
で
す
。

　
戦
後
、
ド
イ
ツ
兵
慰
霊
碑
を
近
く
に
住
む
高
橋
春
枝
さ

ん
ら
が
発
見
し
、
墓
守
と
な
っ
て
管
理
し
て
い
る
こ
と
が

ド
イ
ツ
に
伝
わ
り
ま
し
た
。
収
容
所
時
代
か
ら
続
く
こ
う

し
た
国
際
的
友
好
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
始
ま
っ
た
の
が
、

リ
ュ
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
で
す
。
製
塩
の
ま
ち
と
し
て

栄
え
、観
光
資
源
を
持
ち
、人
口
規
模
が
近
い
こ
と
な
ど
、

本
市
と
類
似
点
が
多
い
リ
ュ
市
に
白
羽
の
矢
が
立
ち
、
昭

和
49
年
に
両
市
は
姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
そ
の
年
、初
め
て
本
市
か
ら
使
節
団
が
リ
ュ
市
を
訪
問
。

翌
年
に
は
リ
ュ
市
の
使
節
団
が
本
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
以

後
、１
年
交
代
で
相
互
訪
問
を
行
っ
て
お
り
、今
回
の
リ
ュ

市
使
節
団
来
鳴
は
21
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
両
市
は
末
永
い
交
流
を
目
指
し
、
平
成
25
年
か
ら
使
節

団
に
青
少
年
派
遣
枠
を
設
け
、
若
い
世
代
の
交
流
推
進
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
使
節
団
に
参
加
し

た
市
民
は
両
市
合
わ
せ
て
１
４
０
０
人
以
上
。
今
後
ま
す

ま
す
の
交
流
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

交
流
の
軌
跡

⑥夕食会では「さくら さくら」の合唱
に合わせて日本舞踊が披露された

⑦紙芝居「ヤー、トモタチ」で友好の
歴史を学ぶ

⑧さらなる友好を願い、プレゼント
交換をする泉市長とリュ市・メド
ケ市長

⑨鳴門高校で阿波おどりを学ぶ
⑩鳴門中学校での音楽の授業。琴や

尺八などの和楽器を体験した
⑪大麻中学校での調理実習。ふしめ

ん汁などの郷土料理を学んだ
⑫別れの時。出発直前まで笑顔の交

流を続け、別れを惜しんだ

　去年の７月に鳴門市親

善使節団員としてリュ市

を訪問した際、一日中本

当に心温まる「おもてな

し」を受けました。「次は

自分が『おもてなし』をす

る番だ」と考え、今回リュ

市親善使節団員の受け入

れを決めました。

　自分の家が寺なので、仏像や庭園など一般家

庭ではあまり見られないものもあり、団員の方

とは会話が弾みましたし、とても喜んでくれま

した。私自身も「少しでも感動してほしい」とい

う気持ちを忘れることなく接していましたの

で、お互いに良い交流ができたと思います。

　今後もできる限り姉妹都市交流に関わり、鳴

門市とリュ市との友好の絆を強めていきたいと

考えています。

９

10 11

12

７ ８

交流を振り返って

こ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所

文
化
交
流
推
進
課  

☎
０
８
８・６
８
４・１
１
５
０

濱川 信裕さん（里浦）

ホストファミリー（使節団員受け入れ家族）の声

６

▼
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▲

滞
納
整
理
促
進

な
ど
市
税
徴
収

率
の
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み

に
よ
り
、
徴
収
率
は
92
・
３
％
か
ら

94
・
０
％
へ
と
１・７
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
ま
し
た
。

▲

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
周
知
・
拡

充
し
、
約
５
千
万
円
を
確
保
し
ま

し
た
。

▲

市
が
保
有
す
る
土
地
の
売
却
や
市

有
財
産
の
貸
し
付
け
な
ど
に
よ
り
、

約
６
千
万
円
を
確
保
し
ま
し
た
。

▲

 

正
規
職
員
数（
全
会
計
）を
６
１
７

人
か
ら
11
人
削
減
し
、
６
０
６
人

と
し
ま
し
た
。

※
定
員
適
正
化
を
開
始
し
た
平
成
10

年
度
の
職
員
数
は
１
１
４
７
人
。

　

こ
の
よ
う
な
歳
入
確
保
や
歳

出
削
減
、
定
員
管
理
な
ど
の
ほ

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
だ
結
果
、
平
成
27
年
度

で
は
目
標
額
３
億
６
３
０
０
万
円

を
約
５
７
０
０
万
円
上
回
る
、
約

４
億
２
千
万
円
の
効
果
額
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲

特
別
職
の
給
与
や

管
理
職
の
給
料
、

管
理
職
手
当
の
減

額
措
置
を
継
続

し
、
約
２
３
０
０

万
円
を
削
減
し
ま

し
た
。

※
特
別
職
の
給
与
は
市
長
10
％
、
副

市
長
７
％
、
教
育
長
・
企
業
局
長

４
％
の
減
額
。
管
理
職
の
給
料
は

部
長
級
３
％
、
課
長
級
２
％
、
副

課
長
級
１
％
の
減
額
。
管
理
職
手

当
は
10
％
の
減
額
。

ス
ー
パ
ー
改
革
プ
ラ
ン
２
０
２
０

平
成
27
年
度
の
取
り
組
み
効
果

市
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
６
年
間
を
計
画
期
間
と
し

た
行
財
政
改
革
計
画「
鳴
門
市
ス
ー
パ
ー
改
革
プ
ラ
ン
２
０
２
０
」に

基
づ
き
、
財
政
健
全
化
や
行
政
経
営
の
効
率
化
、
職
員
と
組
織
の
能
力
向
上

な
ど
の
課
題
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
、
経
営
体
と
し
て
の
本
市
の
総
合

力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
計
画
の
初
年
度
と
な
っ
た
平
成
27
年
度
の
取
り
組
み
実
績
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、 

そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

市
役
所
財
政
課 

☎
０
８
８・６
８
４・１
２
２
１

鳴
門
の
未
来
を
支
え
る
行
財
政
改
革
計
画

約４億
2,000万円

実　績

＋約5,700万円

将来負担比率：将来負担する可能性のある負債の標準的な収入に対する割合
実質公債費比率：借金の返済など債務の返済に充てた額の標準的な収入に対する割合
経常収支比率：経常的な支出（人件費など）の経常的な収入（税収など）に対する割合

財
政
健
全
化
目
標
の
進
捗
状
況

平成
27年度末

歳
入
確
保
へ
の
取
り
組
み

歳
出
削
減
へ
の
取
り
組
み

定
員
管
理
へ
の
取
り
組
み

目
標
を
上
回
る
効
果
額
に

平成27年度
取り組み効果額

①実質収支黒字の維持 実績：約5.8億円 達成

実績：約34億円
　　　 （見通し約31億円）

④平成32年度末の基金残高
　（市の貯金）を約17億円以上確保 順調

実績：93.4％
　　　 （見通し94.8％）

⑤経常収支比率を
　97.5％以下に抑制 達成

約３億
6,300万円

目標値

用語

解説

実績：109.2％
　　　 （見通し132.2％）

②次世代負担の軽減
◦将来負担比率を150.7％以下に抑制 達成

実績：15.6％
　　　 （見通し16.7％）

③実質公債費比率を
　18.0％以下に抑制 達成
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　松尾芭蕉に憧れて各地を旅した江戸時代末期の県
人、酒井 弥蔵。そんな酒井に注目した現代アーティ
スト・大久保 英治 氏。本展では、酒井が残した旅
日記の資料や酒井の足跡を追いながら大久保氏が制
作した美術作品などを展示します。
　また、同展示に関する解説講演会も開催します。
◎展示

【期　間】 11月５日（土）～12月１日（木）
【場　所】 １階ロビー
◎解説講演会

【日　時】 11月19日（土） 午後１時30分～３時30分
【場　所】 １階ロビー
【講　師】 金原 裕樹 氏（県立文書館課長補佐）

◎思いやり駐車場・だれでもトイレ・
　おむつ替えベッド・授乳コーナー
　車椅子をご利用の方や妊娠中の方、松葉づえをお
使いの方などが安心して利用できる、広めの駐車場・
トイレがあります。
　また、乳幼児連れの方のために
おむつ替えベッド・授乳コーナー
を設けています。
◎拡大読書器
　印刷物を拡大してモニター
に映し出します。コントラス
トの調整やカラー・白黒の調
整ができます。

◎自動読み上げ機「よむべえ」
　所定の位置に印刷物を置くと、
文章を認識し、自動的に読み上
げます。
◎点訳絵本
　透明なシートに文章を点訳し、絵本にじかに貼り
付けて、目の不自由な方と目の見える方が一緒に絵
本を楽しめるように工夫したものです。
◎さわる絵本
　布などのさまざまな材料を
使って文字や絵を立体化させ、
指で絵本を楽しめるように作成
されたものです。

市立図書館で多彩な催しを開催
11月は図書館月間

全国読書週間［10月27日（木）～11月９日（水）］に合わせて、市立図書館
では11月30日（水）までを図書館月間とし、多彩な催しを開催します。

問 市立図書館 ☎088・685・0255

特別展示・講演会 展示・体験

▼  「阿波の道を歩く 芭蕉を目指した男・酒井
弥
や ぞ う

蔵×現代アーティスト・大久保英治」展、
解説講演会

【期　間】 11月３日（木・祝）～24日（木）
【場　所】 １階ロビー

▼  「健全育成・非行防止」標語・ポスター展

【期　間】 11月５日（土）～７日（月）
【場　所】 ３階展示室

▼  第37回鳴門ゾンタクラブ児童画展

【期　間】 11月24日（木）～12月１日（木）
【場　所】 ３階展示室

▼  第９回Ａ
ア サ

ＳＡトライアングル
　絵画コンクール展

　選んだ課題の答えを図書館資料を使って調べ、報
告するゲームです。

【日　時】 11月27日（日）
①午前10時30分～正午／②午後１時30分～３時

【場　所】 １階児童室
【対　象】 小・中学生

▼  図書館マスター
　「図ーマス（トーマス）ＧＯ！」

▼１日（火） ▼４日（金：館内整理日）

▼８日（火） ▼15日（火）

▼22日（火） ▼29日（火） 11月の
休館日

快適に利用できる図書館を目指して

　市立図書館では、障がいをお持ちの方や妊娠中の方、乳幼児をお連れの方など、幅
広い方に快適に利用していただけるよう、さまざまなサービスを実施しています。その
一例を紹介しますので、ぜひ気軽に図書館へお越しください。
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平
成
28
年
　
鳴
門
市
議
会

第
３
回
定
例
会

　
９
月
15
日
か
ら
10
月
６
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
第
３
回
定
例
会

が
開
か
れ
、
平
成
28
年
度
の
一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
の
補
正
予
算
案

や
市
長
提
案
の
条
例
案
な
ど
12
議
案
、
人
事
案
件
３
件
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
案

件
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

補正予算案などを審議しました
　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
国
の
補
正
予
算
の

動
向
を
注
視
し
つ
つ
、「
ス
ー
パ
ー
改
革
プ
ラ

ン
２
０
２
０
」の
中
期
財
政
見
通
し
や
財
政

健
全
化
の
推
進
に
留
意
し

な
が
ら
、「
子
育
て
環
境
や

高
齢
者
施
策
の
充
実
」「
防

災
対
策
の
推
進
」な
ど
、
緊

急
か
つ
必
要
性
の
高
い
事

業
に
厳
選
す
る
方
針
で
補

正
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
で
は
９
億
１
１
５
１
万

円
を
計
上
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は

２
６
３
億
６
２
１
万
８
千
円
と
な
り
ま
し

た
。
前
年
度
の
同
時
期
の
予
算
総
額
と
比
較

す
る
と
、
５・５
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
や
公
平
委
員
会

委
員
の
選
任
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
、

次
の
方
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

○
教
育
委
員
会
委
員

　
丹
羽　
敦
子（
南
浜
：
61
歳 

新
任
）

○
公
平
委
員
会
委
員

　
元
井　
信
介（
徳
島
市
：
61
歳 

再
任
）

○
人
権
擁
護
委
員

　
島
田　
茂
仁（
矢
倉
：
65
歳 

新
任
）

　
岡
田　
章
二（
黒
崎
：
65
歳 

新
任
）

　

環
境
省
の
委
託
事
業
と
し
て
、
平
成
28
、

29
年
度
で
、
洋
上
風
力
発
電
の
適
地
抽
出
を

行
い
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

※
調
査
場
所
は
紀
伊
水
道
。

　
県
の
補
助
金
を
活
用
し
、
市
内
約
１
１
０

カ
所
の
避
難
所
に
お
け
る
地
震
の
揺
れ
に
対

す
る
非
構
造
部
材
の
安
全
性
を
、
目
視
・
打

診
な
ど
で
調
査
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
子
ど
も
の

医
療
費
の
助
成
は
入
院
費
用
に
限
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
制
度
改
正
に
伴
い
通
院
費
用
ま

で
拡
大
し
ま
す
。（
10
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

　

保
育
士
の
業
務
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

書
類
な
ど
の
作
成
業
務
の
効
率
化
に
つ
な
が

る
保
育
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
私
立
保
育
施

設
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
内
の
事
故
防
止・検
証
の
た
め
、

カ
メ
ラ
設
置
費
用
の
補
助
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
利
用
児
童
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
桑
島
児

童
ク
ラ
ブ
の
老
朽
化
や
耐
震
性
の
不
安
を
解

消
す
る
た
め
、改
築
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
高
齢
者
が
健
康
づ
く
り
や
交
流
を
深
め
な

が
ら
楽
し
く
過
ご
せ
る
、
住
民
主
体
の
通
い

の
場「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」。
サ
ロ
ン
開
設
団

体
へ
の
運
営
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
し

た
が
、
当
初
の
予
想
よ
り
開
設
数
が
増
え
た

た
め
増
額
補
正
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
サ
ロ
ン
な
ど

で
実
施
し
て
い
る「
い
き
い

き
百
歳
体
操
」の
普
及
啓
発

に
係
る
講
師
派
遣
費
用
な

ど
も
増
額
補
正
し
ま
す
。

　
高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策
を
推
進
す
る
た

め
、
平
成
29
年
１
月
か
ら
65
歳
以
上
で
運
転

免
許
証
を
返
納
さ
れ
た
方
が
地
域
バ
ス
を
割

引
運
賃
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
同
条
例
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

補 

正 

予 

算

人 

事 

案 

件

条 

例 

改 

正

鳴
門
市
地
域
バ
ス
運
行
条
例
の

一
部
改
正

避
難
所
緊
急
安
全
診
断
事
業

　
　
　
　
　
　
…
６
１
０
万
２
千
円

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
…
４
２
６
万
円

保
育
所
業
務
効
率
化
推
進
事
業　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
…
８
４
０
万
円

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
整
備
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
…
２
９
５
０
万
円

風
力
発
電
等
に
係
る

ゾ
ー
ニ
ン
グ
手
法
検
討
モ
デ
ル
事
業

　
　
　
　
　
　
　
…
１
９
５
０
万
円

い
き
い
き
サ
ロ
ン
１
０
０
創
出
事
業・

い
き
い
き
百
歳
体
操
普
及
啓
発
事
業

　
　
　
　
　
　
　
…
３
８
２
万
千
円

新 新

新

新 新
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鳴門市
成人式

平成29年

二十歳の門出を祝う

【該当者】 平成８年４月２日から９年４月１日までに
生まれた方で、

①10月31日（月）現在、本市の住民基本台帳に登録さ
れている方

②11月１日（火）から12月28日（水）までの間に本市に
転入し、住民基本台帳に登録された方

③本市出身者で市外に在住されている方
④市外在住者で市内の学校に在籍したことがある方
⑤市内の事業所や学校に就職・在籍している方

【該当者③から⑤までの出席申請】
　本市の住民基本台帳に未登録で、かつ、成人式へ
の出席を希望する上記該当者③から⑤までの方は、
12月28日（水）までに市教育委員会生涯学習人権課へ
申請をお願いします。
　申請書は同課または市役所市民課、各連絡所窓口、
市公式ウェブサイトから入手できます。

【案内状、記念品引換券】
　①の方には、12月５日（月）までに案内状と記念品引
換券をお送りします。②の方には、住民票の登録が
済み次第お送りします。平成29年１月５日（木）まで
に案内状が届かないときは、同課へご連絡ください。
　③から⑤までの方は、案内状と記念品引換券を随
時お送りします。

【日　時】 成人式当日の正午から午後４時まで
【内　容】 式典の補助（受付・駐車場整理など） 
【対象／定員】 市内在住・在学・在勤の高校生

から30歳までの方／10人程度
【打ち合わせ日】 12月１日（木）午後７時～
【申し込み】 11月24日（木）までに氏名、住所、

連絡先を市教育委員会生涯学習人権課内市青
年連合会事務局へ。

成人式ボランティア募集

場 所日 時
平成29年１月８日（日）
受付：午後０時30分～
式典：午後１時30分～

市文化会館

　成人式行事の一つとして、「はたちの主張」を募集
します。新成人としての新たな出発の記念に、ぜひ
ご応募ください。

【応募資格】 平成29年鳴門市成人式の新成人該当者
【内　容】 テーマは「成人式を迎えての抱負」

職場、学校での経験や趣味、スポーツ、ボランティ
ア活動などで得た事柄をもとに、成人を迎える今、
何を感じ、何を考え、何をし
ようとしているのかを、自分
の体験と考えを含めて書いて
ください。

【様　式】 1,200字程度。題名、文体は自由。一人一点。
【応募先】 住所、氏名、性別、電話番号を欄外に記入し、

12月９日（金：正午必着）までに市教育委員会生涯
学習人権課へ提出してください。ファクス使用の
場合は送付後に同課へ連絡してください。メール
での応募も可能です。

【表　彰】 市長賞、市議会議長賞、教育長賞を各１人
（賞状、副賞１万円）。応募者全員に記念品。

【発　表】 入賞作品のうち１点を、成人式当日の式典
で発表していただきます。また、広報２月号に掲
載する予定です。

◎市教育委員会生涯学習人権課
〒772・0003　撫養町南浜字東浜31番地36
☎ 088・686・8807
FAX 088・686・8005（送信後、必ずお電話ください）
Eメール  seijinshiki@city.naruto.lg.jp

成人式の申請・応募・問い合わせ先

「はたちの主張」作文募集
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地震災害により、ため池が決壊した場合の浸水範
囲や浸水の深さなどを周辺地域の皆さんに周知

し、決壊による被害の未然防止や軽減を図ろうと、
右表の市内８カ所のため池を対象とした「鳴門市た
め池ハザードマップ」を今年３月に作成し、市公式
ウェブサイトに掲載しています。
　今回、同ハザードマップの印刷物が、
ＮＰＯ法人カラーユニバーサルデザイン
機構が行っているカラーユニバーサルデ
ザイン検証に合格しました。同ハザードマップが必
要な方は、市役所危機管理課までご連絡ください。

※カラーユニバーサルデザインとは、人間の色覚の
多様性に配慮し、より多くの人が利用しやすい配
色を行った製品や施設・建築物、環境、サービス、
情報を提供するという考え方です。

平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
広
く

津
波
対
策
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
深
め
よ
う
と
、
同
年

６
月
に「
津
波
防
災
の
日（
毎
年
11
月
５
日
）」が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」は
今
後
30
年
以
内
に
70
％
程
度
の
確

率
で
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
地
震
や
津
波
で
大
き
な
被
害

が
出
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
日
頃
か
ら
の
備
え
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

11月５日（土）は「津波防災」の日
防災・災害対策への取り組み
問 市役所危機管理課 ☎088・684・1711

ま
ず
は
揺
れ
か
ら

身
を
守
る

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
特
徴

は
、
大
き
な
揺
れ
が
長
く
続
く
こ

と
で
す
。

　
揺
れ
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
や
家

具
の
転
倒
に
よ
り
け
が
を
す
る

と
、迅
速
な
避
難
が
で
き
ま
せ
ん
。

事
前
に
住
宅
の
耐
震
化
や
家
具
の

転
倒
防
止
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

迅
速
な
避
難
行
動

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生

し
た
場
合
、
本
市
で
は
地
震
発
生

か
ら
48
分
後
に
津
波
の
第
一
波
が

里
浦
海
岸
に
到
達
す
る
と
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
津
波
か
ら
命
を
守

る
た
め
に
は
、
迅
速
に
逃
げ
る
こ

と
が
最
も
大
切
で
す
。

地
震
・
津
波
か
ら

命
を
守
る
た
め
に

▼▼

　
ま
た
、
離
れ
て
い
る
家
族
の
安

否
確
認
を
し
て
い
る
間
に
も
津
波

は
進
ん
で
き
ま
す
。
日
頃
か
ら
家

族
で
話
し
合
い
、
避
難
場
所
の
確

認
や
安
否
確
認
の
ル
ー
ル
を
作
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

率
先
避
難
行
動
が

み
ん
な
を
救
う

　

状
況
を
確
認
し
、

避
難
し
て
い
る
人
を

見
て
か
ら
避
難
す
る

人
も
い
ま
す
。

　
「
津
波
が
来
る
ぞ
」と
呼
び
か
け

な
が
ら
避
難
す
る
率
先
避
難
者

が
、多
く
の
人
の
命
を
助
け
ま
す
。

戻
る
前
に
は
安
全
確
認
を

　

津
波
は
長
い
時
間
繰
り
返
し

襲
っ
て
き
ま
す
。
第
一
波
よ
り
も

第
二
波
や
第
三
波
が
大
き
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
警
報
が
解
除
さ
れ

る
ま
で
は
、
絶
対
に
家
な
ど
に
戻

ら
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

▼▼

津
波
避
難
マ
ッ
プ
の
活
用

　

市
で
は
、
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震

が
発
生
し
た
場
合

の
津
波
浸
水
想
定

区
域
や
津
波
避
難
場
所
・
避
難

経
路
な
ど
を
記
し
た「
津
波
避
難

マ
ッ
プ
」を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
日
頃

か
ら
近
く
の
津
波
避
難
場
所
・
避

難
経
路
を
確
認
す
る
な
ど
、
事
前

の
備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
マ
ッ
プ
を
ご
覧
に
な
り
た

い
方
は
市
役
所
危
機
管
理
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
：「
防

災
・
災
害
情
報
」→「
防
災
・
災

害
情
報
」→「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」→「
津
波
避
難
マ
ッ
プ
」へ
。

避
難
訓
練
を
し
よ
う

　
11
月
４
日（
金
）午
前
10
時
ご
ろ

に
、
地
震
・
津
波
な
ど
の
発
生
時

に
備
え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
用
い
た
情
報

伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。当
日
は
、

防
災
行
政
無
線
な
ど
か
ら
緊
急

地
震
速
報
が
流
れ
ま
す
の
で
、
安

全
確
保
行
動
や
避
難
訓
練
な
ど
を

行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼▼

対象のため池
葛城池（粟田） 宮ヶ谷池（姫田）
櫛木池（櫛木） つき溜池（姫田）

中山大池（木津） 水晶池（池谷）
中池（姫田） 林谷池（板東）

「鳴門市ため池ハザードマップ」
カラーユニバーサルデザイン認証を取得
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11月10日（木）から12月10日（土）は鳴門市人権教育推進強調月間

語ろう人権問題 広げよう学習の輪

　強調月間中は、人権に関するさまざまなイベントを実施します。身近で行わ
れる行事に参加し、家庭や学校、職場などで人権問題を話し合ってみましょう。

【日　時】 11月14日（月） 14：00～16：00
【場　所】 うずしお会館２階  第一会議室
第一部　児童・学生の人権問題に関する作文発表
第二部　人権問題講演会
　演題：インターネットと人権
　講師：山中 千枝子 氏
　　　　（千

せん

斗
と

枝
し

グローバル教育研究所代表）

　児童・生徒らによる人権問題に関する習字や図画、標
語の展示など、各地域で人権に関する催しが行われます。

▼第一中学校区
木津神地区人権・文化展　【木津元村集会所】

11月26日（土）、27日（日）8：30～17：00（27日は16：00まで）
※26日9：00～11：00に木津ふれあい公園でグラウンドゴルフ大会
斎田地区人権文化展　【斎田集会所】

11月16日（水）～18日（金）9：00～16：00（18日は12：00まで）
黒崎地区人権作品展・研修会　【黒崎集会所】 　  

12月８日（木）、９日（金）10：00～18：00（９日は14：00まで）
12月８日（木）19：00～20：00  人権教育研修会

桑島地区人権交流会・講演会　
12月１日（木） 19：00～20：00　【桑島地区老人憩いの家】
人権問題研修会  講師：鍋島 治秀 氏（市人権協会長）
12月６日（火） 13：30～16：00　【大桑島濘岩公園】
人権交流グラウンドゴルフ大会

▼第二中学校区
第二中学校区人権フェスティバル　【第二中学校体育館】

11月８日（火） 13：30～15：00  人権講演
講師：山本 文子 氏（いのち咲かせたい代表・助産師）

川東地区人権問題研修会　【川東公民館】
11月16日（水） 9：30～  人権講演
講師：乾 晴美 氏（AWA女性問題研究所代表）

▼鳴門中学校区
鳴門中学校人権フェスティバル

11月１日（火） 10：30～11：40  【鳴門中学校体育館】
講演：「私と卓球～いつも夢に向かって」 
講師：藤岡 明美 氏（元パラリンピック卓球日本代表）

鳴門西人権文化祭　【鳴門西小学校体育館】
12月３日（土）午前中  人権学習発表

▼瀬戸中学校区
瀬戸中学校区人権フェスティバル　【瀬戸中学校体育館】

11月１日（火） 10：30～12：00  講演：「不思議なありがと
うのチカラ」 講師：河村 武明 氏（表現画房たけ）

瀬戸地区人権文化祭　【瀬戸公民館】
11月17日（木）～19日（土） 9：00～16：30

※瀬戸地区では、女性交流学習会も開催します。内容な
ど詳しくはお問い合わせください。

▼大麻中学校区
大麻町人権フェスティバル　【大麻中学校体育館】

11月２日（水） 13：00～16：10  三遊亭 究斗 氏による
ミュージカル落語や人権劇、コンサート など

大麻地区人権啓発展　【板東公民館、堀江公民館】
11月22日（火）～12月26日（月）

　各会場で公開授業・保育の後、研究討議が行われます。
【会　場】 矢倉保育所、桑島幼稚園、撫養・黒崎・第一・
　大津西小学校、第一中学校、市共済会館
※討議内容や開催時間はお問い合わせください。

テーマ ： 「人権が共存する人権尊重社会の実現を」
　つながれ心！ ひろがれ笑顔！ そして咲かそう 人権の花

【日　時】 11月12日（土）～20日（日） 8：30〜19：30
【場　所】 人権福祉センター、川崎会館、青少年会館、
　立岩集会所

▼開催イベント
前夜祭講演／人権福祉センター１階老人ルーム

11月11日（金）18：30～ 講演「先生、差別から逃げたら
アカンやろう！～徳島県教組襲撃事件裁判～」
講師 ：県教職員組合元書記長

人権劇・記念講演／人権福祉センター３階大会議室
11月18日（金）18：30～ 人権劇「前進～今を見つめて～」
出演：大麻中学校生徒有志の皆さん
講演：「原発事故から差別を考える～『チェルノブイリの祈り』
を語り続け今、ふるさと福島は～」 講師：神田 香織 氏（講談師）

介護保険、国保、後期高齢者、「女性と子ども」などの特別相談
11月14日（月）10：00～11：00 立岩集会所／13：30～
14：30 川崎会館／15：00～16：00 人権福祉センター
各相談や血圧測定、健康相談、特定健診など

人権擁護委員による人権相談
11月18日（金）13：30～ 人権福祉センター 

同和カルタ大会
11月19日（土）9：30～ 人権福祉センター１階老人ルームほか

市場お祭り広場（模擬店で楽しもう）
11月19日（土）11：00～ 人権福祉センター前広場

川崎人権パネル展
11月12日（土）～20日（日） 川崎会館
展示内容 「正しく使おう！インターネット」ほか

立岩地区ふれあい人権祭
11月12日（土）12：00～16：00
第二中学校体育館ほか
◆研修の広場

人権劇と合唱　林崎小学校６年生の皆さん
人権劇　「長崎の空へ」　第二中学校２年生制作
講演：「安心基地としての人間関係の大切さ～絵本をヒ
ントに～」  講師：阿形 恒秀 氏（鳴門教育大学教授）
◆子どもの広場  参加型人権教室
◆学習の広場  11月12日（土）～20日（日）8：30～19：30

 第49回鳴門市人権教育研究大会　11月24日（木）

問 市教育委員会生涯学習人権課
 　☎088・686・8803

 第43回鳴門市人権文化祭

 学校や地域での人権に関する行事

’16 ヒューマンライツメッセージなると
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電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

◆
市
立
幼
稚
園

　

利
用
に
は
、
通
園
区
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
利
用
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
、

通
園
区
幼
稚
園

ま
た
は
市
教
育

委
員
会
学
校
教

育
課
へ
。

【
該
当
幼
児
】

◦
年
長
児
＝
５
歳
児（
平
成
23

年
４
月
２
日
か
ら
24
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）

◦
年
少
児
＝
４
歳
児（
平
成
24

年
４
月
２
日
か
ら
25
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）

【
申
込
期
間
】12
月
１
日（
木
）～

　
　
　
　
　
　
　
28
日（
水
）

◆
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

　
（
保
育
認
定
）

　

新
規
利
用
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
・
申
し
込
み
は
、
利
用
希

望
施
設
ま
た
は
市
役
所
子
ど
も

い
き
い
き
課
へ
。
申
込
書
は
11

月
25
日（
金
）か
ら
配
布
し
ま
す
。

【
申
込
期
間
】12
月
１
日（
木
）～

　
　
　
　
　
　
　
28
日（
水
）

※
認
定
こ
ど
も
園
と
は
、
幼
稚

園
機
能
と
保
育
所
機
能
を
併

せ
持
っ
た
施
設
で
す
。

幼稚園・保育施設への利用申し込み

小学校へ入学予定のお子さんは健康診断を受けましょう
就学時健康診断を実施します

健康診断

市
内
在
住
で
平
成
29
年
４

月
に
小
学
校
へ
入
学
予

定
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
就
学

時
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　
対
象
の
ご
家
庭
に
は
別
途
通

知
を
し
ま
す
の
で
、
保
護
者
同

伴
で
実
施
場
所
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
通
知
内
容
が
左
表
と
異

な
る
場
合
に
は
、
ご
家
庭
に
届

い
た
通
知
内
容
を
優
先
し
て
く

だ
さ
い
。

　

健
診
１
週

間
前
ま
で
に

通
知
が
届
か

な
い
場
合
や

他
の
場
所
で

受
診
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

う
ず
し
お
会
館
は
駐
車
場
が
混

雑
す
る
た
め
、
乗
り
合
わ
せ
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

 問 市教育委員会学校教育課 ☎686・8802

 市役所子どもいきいき課 ☎684・1209
 問 市教育委員会学校教育課 ☎686・8802

ひとり親家庭等医療費助成制度の拡充
子どもの通院費用も助成できます

問 市役所子どもいきいき課 ☎684・1146

こ
れ
ま
で
ひ
と
り
親
家
庭

（
母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
）

の
子
ど
も
の
医
療
費
へ
の
助
成

は
入
院
費
用
に
限
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
制
度
の
拡
充
に
よ
り
、

子
ど
も
の
通
院
費
用
に
対
し
て

も
助
成
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
制
度
の
利
用
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
が
必

要
で
す
。

【
対　
象
】

◦
ひ
と
り
親
家
庭
で
18
歳
に
達

す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
子
ど
も
と
、
そ

の
扶
養
者

◦
市
内
に
住
民
票
が
あ
り
、
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
方
ま
た
は
同
様
の
所

得
水
準
の
方
で
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方

【
申
し
込
み
】印
鑑
、
申
請
者
と

子
ど
も
の
被
保
険
者
証
、
戸

籍
謄
本（
本
籍
が
鳴
門
市
以

外
の
方
）を
持
参
の
上
、
市

役
所
子
ど
も
い
き
い
き
課
へ
。

※
通
院
時
に
１
カ
月
１
医
療
機

関
に
つ
き
上
限
千
円
の
自
己

負
担
金
が
必
要
。
ま
た
、
保

険
外
診
療
は
助
成
対
象
外
。

※
す
で
に
こ
の
制
度
を
利
用
し

て
い
る
方
は
、
再
度
の
申
請

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。（
住
所

や
保
険
証
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
届
出
が
必
要
）

対象校区 実施日 実施場所
撫養小学校 11月７日（月） 同校
林崎小学校 11月15日（火） 同校
黒崎小学校 11月16日（水） うずしお会館
桑島小学校 11月30日（水） うずしお会館
第一小学校 11月８日（火） 同校
里浦小学校 11月16日（水） うずしお会館

鳴門東小学校 11月30日（水） うずしお会館

鳴門西小学校
11月17日（木） 同校（歯科のみ）
11月18日（金） 同校

明神小学校 11月30日（水） うずしお会館
瀬戸小学校 11月30日（水） うずしお会館

大津西小学校 11月16日（水） うずしお会館
堀江北小学校 12月２日（金） 市ドイツ館
堀江南小学校 12月２日（金） 市ドイツ館
板東小学校 11月９日（水） 同校

▼日程（予定）

利
用
申
し
込
み
の
詳
細
は
、

広
報
12
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

平成29年度

Naruto
City_information
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まちづくりに取り組む団体の資金調達を支援
ガバメントクラウドファンディング事業開始

資金調達支援

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
の
シ
ー 

ズ
ン
最
終
戦（
対 

清
水

エ
ス
パ
ル
ス
）は
、「
徳
島
県
民
デ 

ー
」で
す
。
勝
利
を
目
指
し
て
、

み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

【
日　
時
】 

11
月
20
日（
日
）

　
午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

【
場　
所
】 

鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー

ツ
パ
ー
ク 

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト

ス
タ
ジ
ア
ム

◆
県
内
の
小
中
高
生
を

　
無
料
招
待

　

県
内
在
住
・
在
学
の
小
中
高

生
を
Ａ
自
由
席
ま
た
は
ホ
ー
ム

自
由
席
へ
無
料
招
待
し
ま
す
。

当
日
、
広
報
誌
や
学
生
証
な
ど

の
証
明
で
き
る
も
の
を
持
参
の

上
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
チ
ケ
ッ
ト

ブ
ー
ス（
午
前
11
時
～
午
後
２

時
）へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。ま
た
、

左
記
コ
ー
ド
で
事
前
の
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。

最終戦はスタジアムで応援を
徳島ヴォルティス「県民デー」開催

問 市役所ヴォルティス支援室 ☎684・1746

不
登
校
児
童
生
徒
の
生
活
・

学
習
指
導
や
相
談
活
動
を

行
い
、
学
校
復

帰
へ
の
支
援
を

し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

①
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

◦
小
・
中
・
高
等
学
校
の
い
ず
れ

か
の
教
員
免
許
を
有
す
る
方

◦
適
応
指
導
教
室
な
ど
で
勤
務

経
験
の
あ
る
方

◦
指
導
員
と
し
て
適
正
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
方

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
持

つ
方（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）

③
文
書
作
成
ソ
フ
ト
な
ど
の
基

本
的
な
操
作
が
で
き
る
方

子どもたちの学校復帰を支援しよう
「うず潮教室」指導員を募集

問 市教育委員会教育支援室 ☎686・8805

【
雇
用
期
間
】平
成
29
年
１
月
４

日（
水
）～
３
月
31
日（
金
）

【
賃　
金
】月
額
12
万
７
３
０
０
円

【
選　

考
】12
月
19
日（
月
）に
面

接
審
査

※
受
付
時
に
詳
細

を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

【
問
・
申
し
込
み
】11
月
21
日

（
月
）か
ら
12
月
２
日（
金
）ま

で
に
市
販
の
履
歴
書（
写
真

貼
付
）に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
82
円
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒
、
免
許
の
写
し

を
添
え
て
市
教
育
委
員
会
教

育
支
援
室
ま
で
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

市
で
は
、

民
間
団

体
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の

推
進
を
図
る

た
め
、
ふ
る

さ
と
納
税
制

度
を
活
用
し

た
ガ
バ
メ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
事
業（
左

記
参
照
）を
開

始
し
ま
す
。

　

採
択
団
体
に
は
、
集
ま
っ
た

寄
付
金
の
50
％
を
補
助
金
と
し

て
交
付
し
ま
す（
上
限
１
０
０

万
円
）。
な
お
、残
り
の
50
％
は
、

記
念
品
代
な
ど
の
必
要
経
費
に

充
て
ら
れ
ま
す
。

　

事
業
の
選
考
に
当
た
り
、
次

の
と
お
り
事
業
企
画
を
募
集
し

ま
す
。

【
対
象
団
体
】市
内
に
主
た
る
事

務
所
を
有
す
る
公
益
的
な
団

体（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
任
意
団

体
な
ど
）

【
対
象
事
業
】主
に
市
内
で
実
施

さ
れ
る
事
業
で
、
公
益
性
・

社
会
貢
献
性
が
高
く
、
補
助

金
の
対
象
経
費
が
50
万
円
以

上
の
事
業
。

【
申
し
込
み
】11
月
9
日（
水
）ま

で
に
持
参
ま
た
は
郵
送
で
同

課
へ
所
定
の
応
募
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
内
容
は
募
集
要
項
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
募
集
要

項
お
よ
び
応
募
書
類
は
同
課

で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

郵送先住所の記載がない場合、住所は「〒772・8501 撫養町南浜字東浜170」です。

 問 市役所戦略企画課 ☎684・1120

スマートフォン
などで読み取っ
てください。

「
徳
島
県
民
デ
ー
」以
外
の

11
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

11
月
６
日（
日
）午
後
１
時

キ
ッ
ク
オ
フ 

対 

北
海
道

コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌

「ガバメントクラウド
ファンディング」とは

　地方自治体が特定の事業への支援を
目的に、インターネットを通じて不特
定多数の方から寄付金（資金）を調達す
ることです。
　通常のふるさと納税は寄付金の使途
が「子育て支援に関すること」「社会福祉
の向上に関すること」など大きな枠組み
で設定されているのに対し、ガバメン
トクラウドファンディングでは「○○を
作りたい、したい」といった具体的な事
業内容があらかじめ提示
されており、寄付者は事
業内容に共感を得て寄付
をする形となります。

市からのお知らせ
City_information
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電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

10
月
３
日
付
け
の
官
報（
号

外
第
２
１
８
号
）で
文
部

科
学
大
臣
に
よ
る
史
跡
指
定
の

告
示
が
掲
載
さ
れ
、「
鳴
門
板
野

古
墳
群
」が
正
式
に
国
指
定
史

跡
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
鳴
門
板
野
古
墳
群
」は
、
阿

讃
山
脈
東
南
麓ろ
く

の
東
西
約
７
㌔

の
範
囲
に
分
布
す
る
、
弥
生
時

代
終
末
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期

に
か
け
て
造
営
さ
れ
た
墳ふ
ん
き
ゅ
う
ぼ

丘
墓

お
よ
び
古
墳
か
ら
な
る
古
墳
群

で
、
市
内
の
次
の
４
カ
所
が
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

①
大
代
古
墳（
大
代
）

②
宝ほ
う
ど
う
じ

幢
寺
古
墳（
池
谷
）

③
天あ
ま
の
か
わ
わ
け

河
別
神
社
古
墳
群（
池
谷
）

④
萩
原
２
号
墓（
萩
原
）

　

指
定
地
域
内
で
は
、
開
発
行

為
な
ど
の
現
状
変
更
お
よ
び
古

墳
の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行

為
は
制
限
さ
れ
ま
す
。
指
定
地

域
に
関
す
る
地
番
・
地
図
な
ど

の
情
報
に
つ
い
て
は
、
市
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
人
権
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「鳴門板野古墳群」が国指定史跡に
官報の告示で正式に決定しました

耐震シェルター設置の補助制度を拡充します
対象世帯・住宅などの範囲が広がります

耐震シェルター

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
地

震
で
建
物
が
倒
壊
し
た

場
合
で
も
、
局
所
的
な
生
存
空

間
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
家
屋
内
に
設
置
す
る
装
置

で
す
。

　

市
で
は
、
耐
震
診
断
で
倒
壊

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
判
定
さ

れ
た
木
造
住
宅
に
一
定
基
準
の

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
す
る

工
事
を
行
う
場
合
、
工
事
費
の

一
部（
限
度
額
80
万
円
）を
補
助

し
て
い
ま
す
。

　

同
補
助
事
業（
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
普
及
促
進
モ
デ
ル
事
業
）

の
制
度
を
拡
充
し
ま
し
た
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
拡
充
内
容
】

①
募
集
戸
数
を「
３
戸
」か
ら

「
８
戸
」へ
拡
充

②
対
象
世
帯
を「
満
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ

る
世
帯
」か
ら「
全
世
帯
」へ

耐
震
診
断
、
耐
震
化
工
事
の

具
体
的
な
助
言
や
補
助

事
業
の
活
用
方
法
な
ど
を
説
明

す
る「
耐
震
サ
ポ
ー
ト
・
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
」や
県
・
市
の
職

員
が
、
木
造
住
宅
耐
震
化
の
啓

発
の
た
め
に
ご
家
庭
を
訪
問
し

て
い
ま
す
。
希
望
の
方
に
は
随

時
訪
問
も
し
て
い
ま
す
の
で
、

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】訪
問
の
際
に
口
座

番
号
を
聞
い
た
り
、
金
銭
を

要
求
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
身
分
証

を
提
示
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
が
、
不
審
に
感
じ
た
場

合
は
同
課
ま

で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

拡
充

③
対
象
住
宅
を「
昭
和
56
年
５

月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た

住
宅
」か
ら「
平
成
12
年
５
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
住

宅
」に
拡
充

※
補
助
を
受
け
る
に
は
、
他
に

も
要
件
が
あ
り
ま
す
。
申
請

の
前
に
、
必
ず
市
役
所
ま
ち

づ
く
り
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
耐
震
改
修
工
事
や
耐

震
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
も
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。
木
造
住
宅

の
耐
震
化
を
お
考

え
の
方
は
、
お
気

軽
に
同
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

 問 市役所まちづくり課 ☎684・1164

問 市教育委員会生涯学習人権課 ☎686・8807

幅広い部門の「芸能」を披露
第40回鳴門市芸能祭を開催

問 市役所文化交流推進課内 市文化協会事務局 ☎684・1214

今
回
で
40
回
目
を
迎
え
る
鳴

門
市
芸
能
祭
。
市
文
化
協

会
に
所
属
す
る
会
員
約
７
０
０

人
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披

露
し
ま
す
。

【
日　
時
】11
月
13
日（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

　
（
終
演
予
定
）

【
場　
所
】市
文
化
会
館

【
内　

容
】吟ぎ
ん

詠え
い
、
合
唱
、
大
正

琴
、邦
楽
、洋
楽
、健
康
体
操
、

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
、
バ
レ
エ
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
小
唄
、
日
本
舞

踊
、
民
踊
な
ど

発掘調査時の大代古墳

木
造
住
宅
耐
震
化
へ
の

さ
ま
ざ
ま
な
補
助
制
度
を

活
用
し
よ
う

耐
震
化
工
事
に
関
す
る
訪
問
案
内
を
実
施
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資
源
ご
み
と
な
っ
て
い
る

び
ん
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
地
域
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン（
ド
ラ
ム
缶
）に
出
す
時

は
、
キ
ャ
ッ
プ
や
ふ
た
を
は
ず

し
、
中
身
を
軽
く
す
す
い
で
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
び
ん
は「
透
明
」「
茶
」

「
そ
の
他（
青
・
緑
・
黒
な
ど
）」

の
色
別
に
分
け
て
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
は
小
さ
く
つ
ぶ
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
下
図
参
照
）

※
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
場
所
が
わ
か
ら
な
い
場
合

は
、
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

廃
棄
物
対
策
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

びん・ペットボトルはリサイクルしよう
リサイクルステーションへの正しい出し方

問 市クリーンセンター廃棄物対策課 ☎683・7573

確
定
申
告
・
住
民
税
の
申
告

の
際
に
、
障
害
者
控
除
を

受
け
ら
れ
る「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」を
、
次
の
要
件
に
該

当
す
る
方
や
そ
の
扶
養
者
へ
交
付

し
ま
す
。

【
対
象
者
】控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
年
の
12
月
31
日
現
在

（
対
象
年
中
に
死
亡
さ
れ
た

場
合
は
死
亡
日
現
在
）に
、
次

の
①
②
を
満
た
し
て
い
る
方

①
65
歳
以
上
で
、
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
こ
と（
要
支

援
１
、２
の
方
は
非
該
当
）

②
認
定
審
査
時
の｢
主
治
医
意

見
書｣

ま
た
は｢

認
定
調
査｣

の｢

日
常
生
活
自
立
度｣
欄
に

障害者控除対象者認定書の交付
所得税や地方税の控除が受けられます

問 市役所長寿介護課 ☎684・1071

一
定
の
記
載
が
あ
る
こ
と

【
申
し
込
み
】申
請
者
の
印
鑑

（
申
請
者
と
対
象
者
が
違
う

場
合
は
対
象
者
の
印
鑑
も
）、

対
象
者
の
介
護
保
険
被
保
険

者
証
を
持
参
し
、

本
人
ま
た
は
親

族
が
市
役
所
長

寿
介
護
課
へ
。

※
す
で
に
同
程
度
の
障
害
区
分

に
該
当
す
る
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
は
、
手
帳
で
控

除
を
受
け
ら
れ
る
た
め
、
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
本
人
ま
た
は
扶
養
者
が
所
得

税･

住
民
税
非
課
税
の
場
合
も

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

郵送先住所の記載がない場合、住所は「〒772・8501 撫養町南浜字東浜170」です。

健
康
の
た
め
に
体
の
点
検
を

し
ま
し
ょ
う
。
健
診
当

日
は
特
定
健
康
診
査
と
頸け
い

部ぶ

エ

コ
ー
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
日　
時
】11
月
26
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～

【
場　
所
】Ｊ
Ａ
大
津
松
茂
本
所

【
対　

象
】40
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
鳴
門
市
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者

【
定
員
／
自
己
負
担
額
】 

　

40
人
程
度（
下
記
ヤ
ン
グ
健

　
診
を
含
む
）／
千
円

【
準
備
物
】特
定
健
診
受
診
券

（
紛
失
し
た
場
合
は
市
役
所

保
険
課
で
再
発
行
し
ま
す
）、

被
保
険
者
証
、
問
診
票（
申

特定健康診査（メタボ健診）の受診を
「ヤング健診」は30代から受診できます

問 市役所保険課 ☎684・1204

し
込
み
後
に
送
付
）

【
申
し
込
み
】11
月
18
日（
金
）ま

で
に
被
保
険
者
証
を
持
参
し

同
課
へ
。

◆
ヤ
ン
グ
健
診
も
同
日
・

　
同
時
刻
に
実
施
し
ま
す

　

若
い
う
ち
か
ら
の
健
康
管
理

を
応
援
す
る「
ヤ
ン
グ
健
診
」を

受
診
し
ま
せ
ん
か
。
健
診
内
容

や
申
し
込
み
方
法
な
ど
は
上
記

の
特
定
健
康
診

査
と
同
じ
で
、

30
歳
以
上
40
歳

未
満
の
方
が
受

診
で
き
ま
す
。

※
特
定
健
診
受
診
券
は
、
ヤ
ン

グ
健
診
で
は
不
要
で
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
が
、
交
通
事
故

な
ど
第
三
者（
自
分
以
外
の
人
）

の
行
為
に
よ
る
負
傷
で
、
国
民

健
康
保
険
証
を
使
い
治
療
を
受

け
る
場
合
は
、
市
へ
の
届
出
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
第
三
者
行
為
に

よ
る
傷
病
の
治
療
費
は
、
本
来

第
三
者
が
支
払
う
も
の
で
す

が
、
国
民
健
康
保
険
証
を
使
用

し
た
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険

が
治
療
費
を
一
時
的
に
立
て
替

え
て
、
後
か
ら
第
三
者
へ
請
求

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
際
に「
第
三
者
行
為
に

よ
る
傷
病
届
」が
必
要
と
な
り

交通事故での治療に国保を使うときは
「第三者行為による傷病届」の提出を

問 市役所保険課 ☎684・1360

ま
す
の
で
、
必
ず
同
課
ま
で
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
示
談
な
ど
の
前
に
提
出
を

　

市
へ
届
出
を
す
る
前
に
、
第

三
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ

た
り
、
示
談
を
済
ま
せ
た
り
す

る
と
、
国
民
健
康
保
険
を
使
っ

た
治
療
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
示
談
な
ど
の
前
に
届

出
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①キャップや　
　ふたをはずす

②水で中身を
　すすぐ

③ペットボトルは
　小さくつぶす

守りましょう。びん・ペットボトルの
正しいリサイクルステーションへの出し方
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生
活
・
暮
ら
し

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

◆
シ
ル
バ
ー
カ
ー
◆
電
子
ピ
ア
ノ

◆
プ
レ
ハ
ブ
の
物
置
◆
第
一
中
学
校

の
女
子
の
水
着（
在
校
生
が
使
用
）

問 
市
消
費
者
協
会

　

 

☎
６
８
６･

３
７
７
６

今
月
の
納
期

国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料 

（
各
６
期
）、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料（
４
期
）、
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金（
３
期
）

　

11
月
30
日（
水
）ま
で
に
市
役
所
保

険
課
ま
た
は
指
定
金
融
機
関
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

未
課
税
家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

　

市
で
は
、
固
定
資
産
税
の
適
正

な
課
税
を
行
う
た
め
に
、
家
屋
の
税

務
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
対
象
家
屋

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

【
日
時
】12
月
22
日（
木
）午
前
９
時
30

　
分
～
午
後
３
時
30
分

　
（
受
付
：
３
時
ま
で
）

【
定
員
】60
人（
先
着
順
）

【
場
所
】徳
島
地
方
裁
判
所（
徳
島
市

徳
島
町
１
丁
目
５
番
地
）

【
問
・
申
し
込
み
】同
裁
判
所（
☎
６

０
３
・
０
１
１
１
）へ
。

４
０
０
㍉
献
血
に
ご
協
力
を

【
日
時
】11
月
９
日（
水
）

　
①
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
②
午
後
１
時
20
分
～
４
時
30
分

【
場
所
】市
民
会
館
前

問 

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
６
３
１・３
２
０
０

北
灘
第
二
投
票
所
の
場
所
変
更

　

次
回
の
選
挙
か
ら
北
灘
第
二
投

票
所
は「
北
灘
東
小
学
校
屋
内
運
動

場
」か
ら「
北
灘
東
幼
稚
園
保
育
室
」

に
変
更
し
ま
す
。
投
票
所
入
場
券
に

も「
投
票
所
：
北
灘
東
幼
稚
園
保
育

室
」と
記
載
し
ま
す
の
で
、
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問 
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

 

☎
６
８
４･
１
１
７
８

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
案
内

　

11
月
12
日（
土
）は
午
前
８
時
30
分

か
ら
正
午
ま
で
、
ご
み
の
持
ち
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。
３
日（
木
・
祝
）と

23
日（
水
・
祝
）は
休
業
し
ま
す
。

問 
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
６
８
３･

７
５
７
０

に「
固
定
資
産
評
価
補
助
員
証
」と

「
名
札
」を
携
帯
し
た
職
員

が
お
伺
い
し
ま
す
。
職
員
を

装
っ
た
不
審
人
物
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問 
市
役
所
税
務
課
固
定
資
産
税
担
当

　

 

☎
６
８
４・１
１
３
１

11
月
、
12
月
は

「
県
下
一
斉
徴
収
強
化
月
間
」

　
徴
収
強
化
月
間
中
は
、
県
と
県
内

全
市
町
村
が
連
携
し
て
、
税
の
徴
収

強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
市
で
は
、

納
税
の
呼
び
掛
け
や
納
付
さ
れ
な
い

方
への
滞
納
処
分
な
ど
を
行
い
ま
す
。

問 
市
役
所
税
務
課
収
納
管
理
担
当

　

 

☎
６
８
４・１
１
３
２

市
民
課（
土
曜
日
）開
庁
日

　

11
月
５
日（
土
）、
12
月
３
日（
土
）

は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
０
時
30

分
ま
で
市
役
所
市
民
課
窓
口
を
開
庁

し
ま
す
。
た
だ
し
、
住
所
の
異
動
手

続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

問 
同
課 

☎
６
８
４･

１
１
３
５

県
行
政
書
士
会
無
料
相
談

【
日
時
】11
月
７
日（
月
）

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

【
場
所
】市
消
防
本
部
３
階
会
議
室

【
内
容
】官
公
署
へ
の
提
出
書
類
や
権

利
義
務
・
事
実
証
明
に
関
す
る
書

類
の
作
成
な
ど

※
事
前
予
約
が
必
要
。

問 
県
行
政
書
士
会　
森
江

　

 

☎
０
８
０・４
１
３
８・５
４
６
２

年
末
個
別
金
融
相
談

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
な
ど
の
融
資

制
度
に
つ
い
て
の
相
談
会
で
す
。

【
日
時
】11
月
21
日（
月
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
場
所
】う
ず
し
お
会
館
第
三
会
議
室

問 

市
役
所
商
工
政
策
課

　

 

☎
６
８
４・１
１
５
８

講
座
・
教
室
・
試
験
な
ど

鳴
門
病
院  

糖
尿
病
教
室

【
日
時
】11
月
８
日
、
22
日（
各
火
曜

日
）　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

【
場
所
】同
病
院　
旧
６
階
西
ナ
ー
ス

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

【
内
容
】8
日
は「
低
血
糖
・
歯
周
病
・

検
査
」な
ど
、
22
日
は「
糖
尿
病
の

合
併
症
や
薬
」な
ど

※
費
用
は
要
問
い
合
わ
せ
。

問 
同
病
院 

☎
６
８
３･

０
０
１
１

旬
の
魚
の
さ
ば
き
方
教
室

【
日
時
】11
月
26
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

【
場
所
】北
泊
漁
業
協
同
組
合

【
定
員
】30
人（
先
着
順
）

【
費
用
】１
５
０
０
円

※
当
日
集
金（
お
土
産
あ
り
）

【
準
備
物
】よ
く
切
れ
る
包
丁
、
エ
プ

ロ
ン
、
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
、
ぬ

れ
て
も
よ
い
服
装

【
問
・
申
し
込
み
】11
月
22
日（
火
）ま

　

で
に
市
役
所
水
産
振
興
室（
☎
６

　
８
４・１
１
５
２
）へ
。

環
境
学
習
館
の
各
種
教
室

　

両
教
室
と
も
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
３
階
環
境
学
習
館
で
開
催
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
同
館

（
☎
６
８
３
・
７
５
６
８
）へ
。

■
絵
手
紙
教
室（
全
２
回
）

　
手
す
き
は
が
き
な
ど
を
使
用
し
て

絵
手
紙
を
書
き
ま
す
。

【
日
時
】11
月
14
日
、
12
月
12
日（
各

月
曜
日
）午
後
２
時
～
４
時

【
定
員
】20
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】絵
筆
、
水
性
絵
の
具
、
鉛 

　
筆
、
墨
な
ど

■
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室（
全
２
回
）

　
来
年
の
え
と
を
つ
く

り
ま
す
。

【
日
時
】11
月
17
日
、

　
　
　
12
月
15
日（
各
木
曜
日
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

【
定
員
】20
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】布（
50
×
50
㌢
３
枚
）、
赤

色
の
布（
20
×
20
㌢
１
枚
）、
黄
色

の
布（
10
×
10
㌢
１
枚
）、
接
着
キ

ル
ト
芯（
50
×
50
㌢
１
枚
）、
詰
め

布
、
端
切
れ
い
ろ
い
ろ
、
裁
縫
道

具（
針
、
糸
、
は
さ
み
、
筆
記
用

具
な
ど
）

「
コ
ー
チ
ン
グ
」プ
チ
体
験

　
状
況
に
適
し
た
指
導
方
法
を
学
び
、

子
育
て
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】11
月
16
日（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

【
場
所
】子
育
て
サ
ロ
ン
・
ほ
っ
ぺ

　
　
　
（
斎
田
公
民
館
３
階
）

問 
黒
田 

☎
０
９
０・２
８
９
５・２
８
７
０



無料相談　 まずはお電話を

行政相談 日時  11月11日（金） 13：00～16：00 
　 場所  市役所本庁１階市民相談室  担当：原内
問 市役所秘書広報課 ☎684・1118

人権相談 日時  11月18日（金） 13：30～16：30
　 場所  人権福祉センター
※上記の時間帯に電話相談も行います。
問 同センター ☎689・2090

成年後見制度相談※原則予約 日時  11月16日（水）
　13：30～15：30 場所  市役所本庁１階市民相談室
問 市役所長寿介護課 ☎684・1175

成年後見・相続・遺言の相談 日時  11月11日（金）    
　13：00～15：00 場所  斎田公民館（鳴門高校裏）
問 コスモス成年後見サポートセンター ☎679・4440

女性相談 日時  月～金曜（祝日除く）  9：00～17：00
　 場所  女性子ども支援センター
問 『ぱぁとなー』 ☎684・1413、☎684・1408

心配ごと相談 日時  毎金曜（祝日除く） 10：00～15：00
　 場所  旧教育委員会棟１階相談室
問 市社会福祉協議会 ☎685・7170

職業相談 日時  11月９日（水） 13：30～14：30
　 場所  人権福祉センター１階応接室
問 鳴門公共職業安定所 ☎685・2270

身体障害者相談 日時  月～金曜（祝日除く）  9：30～
　12：00 場所  市身体障害者会館
問 同館 ☎686・4144

NPO相談 日時  月～金曜（祝日除く） 8：30～17：00
　 場所  市役所市民協働推進課
問 同課 ☎684・1200

消費生活相談 日時  月～金曜（祝日除く） 9：30～
　15：30 場所  消費生活センター
問 同センター ☎686・3776

電話法務相談 
　四国市民法務サポート代表理事の森江大蔵氏に
よる無料電話法務相談。
日時  11月17日（木）16：00～18：00
内容  くらしの法務相談全般
電話番号 0120・992・932

年金相談 ※要予約
日時  11月17日（木）10：00～15：00
場所  市役所本庁１階第一会議室
問 街角の年金相談センター徳島 ☎657・3081

若者の就労相談会 ※要予約
日時  11月１日、８日、15日、29日（各火曜日）
　 　13：00～17：00
場所  市役所本庁周辺（予約時に要問い合わせ）
問 とくしま地域若者サポートステーション ☎602･0553

もの忘れ相談 
日時  11月30日（水）14：00～16：00
場所  市役所本庁１階市民相談室
問 基幹型地域包括支援センター ☎615･1417

介護者家族の会による相談
日時  11月８日、22日（各火曜日）10：00～15：00
場所  旧教育委員会棟１階相談室
問 基幹型地域包括支援センター ☎615･1417

● 電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。15 平成28年11月号

【
内
容
】心
肺
蘇
生
法（
胸
骨
圧
迫
、

人
工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
）

や
異
物
除
去
、
止
血
法
な
ど

【
問
・
申
し
込
み
】11
月
30
日（
水
）

ま
で
に
市
消
防
本
部
予
防
課（
☎

６
８
４・１
４
９
４
）へ
。

介
護
予
防
シ
ル
バ
ー
ら
く
ら
く

ク
ッ
キ
ン
グ
・
口
腔
ケ
ア
教
室

【
対
象
】市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

で
３
回
と
も
受
講
で
き
る
方

【
費
用
】材
料
費
３
０
０
円（
３
回
分
）

※
初
回
に
３
回
分
集
金
。

【
準
備
物
】エ
プ
ロ
ン
、 

三
角
巾
、

　
　
　
　
筆
記
用
具

【
問
・
申
し
込
み
】そ
れ
ぞ
れ
の
締
切

日
ま
で
に
市
役
所
長
寿
介
護
課

（
☎
６
８
４・１
１
７
５
）へ
。

■
次
の
２
カ
所
で
開
催

●
林
崎
保
育
所（
調
理
室
）

【
日
時
】11
月
25
日
、

　
12
月
２
日
、
９
日

　
（
各
金
曜
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

※
12
月
２
日
は
午
前
９
時
45
分
か
ら

口
腔
ケ
ア
教
室
も
併
せ
て
実
施
。

【
定
員
】15
人

【
申
込
締
切
】11
月
18
日（
金
）

●
斎
田
公
民
館

【
日
時
】11
月
29
日
、

　
12
月
６
日
、
13
日

　
（
各
火
曜
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

※
12
月
６
日
は
午
前
９
時
45
分
か
ら

口
腔
ケ
ア
教
室
も
併
せ
て
実
施
。

【
定
員
】10
人

【
申
込
締
切
】11
月
22
日（
火
）

小
川
病
院

糖
尿
病
・
物
忘
れ
教
室

　「
糖
尿
病
と
認
知
症
の
薬
剤
に
つ

い
て
」「
物
忘
れ
に
つ
い
て
」と
題
し
、

社
会
福
祉
法
人
小
渦
会

家
族
介
護
者
教
室

　
ベ
ッ
ド
・
車
い
す
の
移
動
方
法
や

車
い
す
の
操
作
方
法
な
ど
を
学
び

ま
す
。

【
日
時
】11
月
５
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
～
10
時
30
分

【
場
所
】瀬
戸
公
民
館

※
同
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
正
午
ま

で
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

問 
鳴
門
シ
ー
ガ
ル
病
院

　

 

☎
６
８
８･

０
０
１
１

普
通
救
命
講
習

【
日
時
】12
月
18
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

【
場
所
】市
消
防
本
部
３
階
会
議
室

【
定
員
】10
人
程
度（
先
着
順
）

【
対
象
】市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
15

歳
以
上
の
方

講
演
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】12
月
３
日（
土
）

　
　
　
午
後
４
時
～
５
時

【
場
所
】同
病
院
６
階
会
議
室

【
問
・
申
し
込
み
】開
催
日
の
前
日
ま

　
で
に
同
病
院（
☎
６
８
６・２
３
２

　
２
）へ
。

脳
の
楽が
く
し
ゅ
う習教

室

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
同
教
室
の
受
講
者
に
、
助
言
や
指

導
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

【
日
時
】平
成
29
年
２
月
23
日
ま
で
の

　
　
　
毎
週
木
曜
日

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

【
場
所
】ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
る
と

【
対
象
】市
内
在
住
の
方

【
問
・
申
し
込
み
】11
月
10
日（
木
）ま

　

で
に
市
役
所
長
寿
介
護
課（
☎

６
８
４・１
１
７
５
）へ
。

第27回大麻町ジングルベルマラソン
【日時】 12月23日（金・祝） 午前８時～正午
【受付場所／定員】 堀江公民館／小中学生300人、一般700人
【種目】 ３㌔、5㌔、４分の１（クオーター）マラソン
【参加料】 小中学生1,000円、高校生以上3,000円（保険料含む）
【申し込み】 11月14日（月）までに、大麻町商工会、市役所本庁１ 
　階案内、うずしお会館などで配布する払込用紙兼申込書に必要 
　事項を記入の上、参加料を添えてお近くの郵便局へ。
問 大麻町商工会 ☎689・0204



● 費用などの記載がない場合、無料です。

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

【
費
用
】２
０
０
円

【
課
題
図
書
】「
壁
の
声
を
聞
く
と
き
」

　
―
続
々
・
死
線
を
越
え
て
―

【
準
備
物
】筆
記
用
具

■
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【
日
時
】11
月
28
日（
月
）

　
　
　
午
前
９
時
～
11
時
ご
ろ

鳴
門
30
景
写
生
展

　

鳴
門
の
風
景
や
街
並
み
を
描
い
た

水
彩
画
や
パ
ス
テ
ル
画
な
ど
を
展
示
。

【
日
時
】12
月
25
日（
日
）ま
で

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
土
・
日
・
祝
日
の
み
開
館
。

【
場
所
】ト
リ
ー
デ
な
る
と

問 
鳴
門
セ
ン
タ
ー
街

　

 

☎
６
８
５･

３
５
４
３

ゆ
う
き
！
Ｎ
＊
Ｃ
Ａ
Ｐ
！

【
日
時
】11
月
27
日（
日
）

　
　
　
正
午
～
午
後
４
時
30
分

【
場
所
】鳴
門
教
育
大
学 

地
域
連
携

　
セ
ン
タ
ー
１
階 

多
目
的
教
室

【
講
師
】内
藤 

隆 

同
大
学
准
教
授

【
対
象
／
定
員
】小
学
３
年
生
～
６
年

生
／
30
人（
先
着
順
）

【
準
備
物
】水
筒
、
汚
れ
て
も
よ
い
服

【
問
・
申
し
込
み
】11
月
７
日（
月
）か

　
ら
９
日（
水
）ま
で
に
市
役
所
子
ど

　
も
い
き
い
き
課（
☎
６
８
４･
１
２

　
２
５ 

FAX
６
８
４・１
３
３
６
）へ
。

エ
イ
コ
ー
ン
公
演「
松
井
須
磨
子
」

　

日
本
新
劇
最
初
の
女
優 

松
井
須

磨
子
を
栗
原
小
巻
が
演
じ
ま
す
。

「
市
場
ま
つ
り
」の
出
店
者
を
募
集
し

ま
す
。
詳
し
く
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】市
公
設
市
場

【
費
用
】５
０
０
円（
１
区
画
当
た
り

　
の
出
店
料
）

【
募
集
区
画
】15
区
画（
先
着
順
）

【
問
・
申
し
込
み
】11
月
５
日（
土
）ま

　

で
に
同
市
場
管
理
事
務
所（
☎
６

　
８
５・３
６
８
０
）へ
。

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

第
18
回
大
麻
町
文
化
展

【
日
時
】11
月
５
日（
土
）午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分
、
６
日（
日
）午
前

９
時
～
午
後
３
時

【
場
所
】堀
江
公
民
館

【
展
示
作
品
】絵
画
、
書
道
、
生
花
、

手
工
芸
、
写
真
、
陶
芸
な
ど

問 

堀
江
・
板
東
地
区
自
治
振
興
会

　

 

古
林 

☎
６
８
９・１
７
３
２

賀
川
豊
彦
記
念
館
イ
ベ
ン
ト

　
３
イ
ベ
ン
ト
と
も
賀
川
豊
彦
記
念

館
で
開
催
。
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

は
同
館（
☎
６
８
９・５
０
５
０
）へ
。

■
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

【
日
時
】11
月
５
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
費
用
】２
０
０
円（
年
会
費
）

【
対
象
】幼
児
～
小
学
校
低
学
年

■
友
愛
読
書
会

　
～
賀
川
豊
彦
を
読
む
会
～

【
日
時
】11
月
12
日（
土
）

【
日
時
】11
月
27
日（
日
）

　
　
　
午
後
６
時
30
分
開
演

【
場
所
】市
文
化
会
館

【
費
用
】５
千
円（
入
会
金
２
５
０
０

　
円
・
月
会
費
２
５
０
０
円
）

※
入
会
が
必
要
で
す
。

問 
鳴
門
市
民
劇
場

　

 

☎
６
８
４･

１
７
７
７

第
６
回
鳴
門
市
の
び
の
び

げ
ん
き
っ
こ
ま
つ
り

　
人
形
劇
な
ど
親
子
で
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。お
土
産
も
あ
り
ま
す
。

【
日
時
】11
月
12
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

【
場
所
】市
消
防
本
部
３
階
会
議
室

問 

市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
う
ず
し
お
保
育
園
内
）

　

 

☎
６
８
６・９
２
２
７

角
野
栄
子
さ
ん
の
お
は
な
し

「
魔
女
の
宅
急
便
と
私
」

　

作
家
角
野
栄
子
さ
ん
の
講
演
会

と
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト「
ほ
う
き
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
行
い
ま
す
。

両
イ
ベ
ン
ト
と
も
北
灘
東
小
学
校
体

育
館
で
開
催
し
ま
す
。

■
角
野
栄
子
さ
ん
講
演
会

【
日
時
】11
月
23
日（
水
・
祝
）

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
定
員
】１
５
０
人（
先
着
順
）

■
ほ
う
き
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

【
日
時
】11
月
20
日（
日
）午
前
10
時
～

【
対
象
】親
子
15
組（
中
学
生
以
上
は

一
人
参
加
可
） 

※
要
申
し
込
み
。

【
問
・
申
し
込
み
】11
月
11
日（
金
）ま

募　
集

な
る
と
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド　
第
10
期
受
講
生

　
鳴
門
の
歴
史
や
伝
統
を
観
光
客
の

皆
さ
ん
に
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
受
講
期
間
】11
月
17
日（
木
）か
ら

　
平
成
29
年
１
月
26
日（
木
）ま
で

【
対
象
】市
内
在
住
、
在
学
、
在
勤
の

　
18
歳
以
上
の
方（
高
校
生
不
可
）

【
定
員
】25
人
程
度

【
内
容
】実
地
研
修
を
中
心
に
、「
鳴
門

　
市
に
つ
い
て
」や「
観
光
ガ
イ
ド
見

　
学
」な
ど
の
10
講
座
を
開
設
予
定

【
費
用
】３
千
円（
資
料
代
な
ど
）

【
問
・
申
し
込
み
】11
月
14
日（
月
）ま

　

で
に
市
う
ず
し
お
観
光
協
会（
☎

　
６
８
４・１
７
３
１
）へ
。

ル
ミ
ネ
カ
ン
バ
ス
人
気
投
票

　
市
役
所
北
側
玄
関
前
に
オ
レ
ン
ジ

リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ル

ミ
ネ
カ
ン
バ
ス
を
11
月
30
日（
水
）ま

で
飾
り
ま
す
。
点
灯
は
午
後
５
時
か

ら
10
時
ま
で
。
投
票
用
紙
・
投
票
箱

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
お
気
に
入

り
の
作
品
に
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

人
気
作
品
に
投
票
さ
れ
た
方
１
人

に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

問 
市
役
所
子
ど
も
い
き
い
き
課

　

 

☎
６
８
４･

１
６
５
７

「
市
場
ま
つ
り
」

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

　

11
月
12
日（
土
）に
開
催
さ
れ
る

で
に
Ｅ
メ
ー
ル
で
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、件
名「
ほ
う
き
Ｗ
Ｓ
」

を
明
記
の
上
、
メ
ー
ア
ナ
ル
ト

（kitanadakasseika@
gm

ail.
com

☎
６
８
２・０
７
８
０
）へ
。

第
12
回
か
の
ん
フ
ェ
ス
タ

【
日
時
】11
月
26
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

【
場
所
】グ
ッ
ド
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
か

　
の
ん

【
内
容
】鳴
門
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

演
奏
、
も
ち
投
げ
、
模
擬
店
な
ど

問 

か
の
ん 

☎
６
９
７・２
１
２
１

わ
ん
ぱ
く
こ
ん
ぴ
ら
相
撲

【
日
時
】11
月
12
日（
土
）午
前
９
時
～

　
正
午（
受
付
：
８
時
30
分
～
）

※
雨
天
時
は
13
日（
日
）に
順
延
。

【
場
所
】木
津
・
金
刀
比
羅
神
社

【
対
象
】幼
稚
園
児
、
小
学
生

【
部
門
】個
人
ま
た
は
団
体
戦

問 

同
相
撲
事
務
局　
矢
野

　

 

☎
６
８
５・１
５
７
０

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

■
本
場
開
催

●
男
女
Ｗ
優
勝
戦

　
11
月
３
日（
木
・
祝
）～
８
日（
火
）

●
エ
デ
ィ
ウ
ィ
ン
鳴
門

　
開
設
５
周
年
記
念
競
走

　
11
月
12
日（
土
）～
16
日（
水
）

●
四
国
キ
ヤ
ン
テ
イ
ー
ン
杯
競
走

　
11
月
23
日（
水
・
祝
）～
27
日（
日
）

問 

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

　

 

☎
６
８
５・８
１
１
１
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● 電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

瀬
戸
中
学
校
区
小
中
合
同

ド
リ
ー
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト

【
日
時
】11
月
20
日（
日
）午
後
２
時
～

　
　
　
（
開
場
：
１
時
30
分
）

【
場
所
】瀬
戸
中
学
校

【
出
演
】同
中
学
校
、
明
神
小
学
校
、

瀬
戸
小
学
校
、
な
ご
み
合
奏
団

問 

同
中
学
校 

☎
６
８
８・０
０
３
３

鳴
門
ウ
チ
ノ
海
新
鮮
市

　

海
産
物
や
加
工
品
な
ど
の
販
売

と
、
焼
き
芋
の
無
料
配
布
を
実
施
。

【
日
時
】11
月
５
日（
土
）

　
　
　
午
前
８
時
～
正
午

※
鮮
魚
の
販
売
と
一
部
の
店
舗
は
午

　
前
９
時
か
ら
。

【
場
所
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

問 

鳴
門
ウ
チ
ノ
海
新
鮮
市
実
行
委

　

 

員
会 

☎
６
８
４・１
１
５
２

集
え
！
恋こ
い

勝か
つ

レ
ー
ス

【
日
時
】11
月
26
日（
土
）

　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
１
時

　
市
青
年
連
合
会
で
は
、
出
会
い
の

場
を
提
供
す
る
た
め
、
恋
カ
ツ
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

【
場
所
】ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

【
対
象
／
定
員
】30
代
か
ら
40
代
程
度

の
独
身
男
女
／
各
10
人（
先
着
順
）

【
費
用
】千
円（
飲
食
代
）

【
問
・
申
し
込
み
】11
月
17
日（
木
）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
、
氏
名
、
性
別
、
住
所
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
同
連
合
会
事
務
局（
☎

６
８
６･

８
８
０
７ 

FAX
６
８
６
・
８

０
０
５
）へ
。

大
谷
焼
窯
ま
つ
り

【
日
時
】11
月
12
日（
土
）、
13
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

【
場
所
】東
林
院

【
内
容
】陶
器
市
、
大
谷
焼
名
陶
展
、

ろ
く
ろ
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※kura&
kura 

蔵
開
き
も
同
時
開
催
。

問 

大
谷
焼
陶
業
協
会

　

 

☎
６
８
９・０
２
０
４

鳴
門
で
食
べ
歩
き
！

「
な
る
と
ま
ち
バ
ル
」

　
５
枚
つ
づ
り
の
チ
ケ
ッ
ト（
３
千
円

を
持
っ
て
、
バ
ル
マ
ッ
プ
に
あ
る
鳴

門
の
お
店
を
食
べ
歩
き
ま
せ
ん
か
。

【
期
間
】11
月
４
日（
金
）、
５
日（
土
）

問 

な
る
と
ま
ち
バ
ル
実
行
委
員
会

　

 

事
務
局 

☎
６
８
５・
３
７
４
８ 

　

 

市
う
ず
し
お
観
光
協
会 
☎
６
８

　

 

４・１
７
３
１（
チ
ケ
ッ
ト
販
売
）

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
１
回
鳴
門
市
水
産
振
興
協
議
会

「
お
さ
か
な
」絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
展

【
日
時
】11
月
13
日（
日
）ま
で

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
場
所
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

問 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
鳴

　

 

門
西 

☎
６
８
７・１
５
２
８

キ
ョ
ー
エ
イ
４
階
催
し 

※
入
場
無
料

第
38
回
白
鳳
洋
画
グ
ル
ー
プ
展

　
白
鳳
グ
ル
ー
プ
会
員
の
作
品
展
。

【
日
時
】11
月
４
日（
金
）～
６
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

問 

上
田 

☎
０
９
０・５
２
７
７・６
２
３
９

第
９
回
盆
栽
と
彩
の
あ
る
風
景
展

　
盆
栽
な
ど
約
30
点
を
展
示
。

【
日
時
】11
月
８
日（
火
）、10
日（
木
）、

　
11
日（
金
）午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

問 

鳥
井 

☎
６
８
７・０
７
０
９

第
22
回
移
動
徳
島
県
手
工
芸
展

in
鳴
門

　
県
手
工
芸
展
の
作
品
な
ど
を
展
示
。

【
日
時
】11
月
13
日（
日
）～
15
日（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

問 

天
野 

☎
０
９
０・１
５
７
５・７
７
７
８

「
楽
し
い
絵
手
紙
」教
室

受
講
生
作
品
展

　
絵
手
紙
約
２
０
０
点
を
展
示
。

【
日
時
】11
月
18
日（
金
）～
20
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

問 

藤
原 
☎
０
９
０・３
４
６
１・１
４
２
８

第
27
回
鳴
門
市
退
職
公
務
員

連
盟
趣
味
の
作
品
展

　
絵
画
な
ど
の
展
示
。

【
日
時
】11
月
24
日（
木
）～
27
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

問 

鳴
門
セ
ン
タ
ー
街

　

 

☎
６
８
５・３
５
４
３

細
川 

政
廣 

氏 

個
展

　
市
内
在
住
の
細
川 

政
廣 

氏
の
油

第７回 RAKUGO×ドイツ館 笑っちゃう会
　上方落語家の林家 竹丸 氏の落語会を開催します。
演目は「算段の平兵衛」と他１席。解説もあります。

【日時】 11月12日（土） 午後２時～（開場：１時30分）
【場所】 同館
【費用】 大人500円、小中学生150円
【定員】 250人（先着順）
 問 同館 ☎689・0099

絵
を
約
30
点
展
示
。

【
日
時
】11
月
30
日（
水
）～

　
　
　
12
月
６
日（
火
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

問 

鳴
門
セ
ン
タ
ー
街

　

 

☎
６
８
５・３
５
４
３

小
出 

真
理
子 

氏 

記
念
講
演
会

　
「
ア
フ
リ
カ
・
ケ
ニ
ア
の
魅
力
～

青
年
海
外
協
力
隊
の
経
験
を
通
し
て

～
」と
題
し
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】11
月
20
日（
日
）午
後
２
時
～

問 

馬
居 

☎
０
９
０・２
７
８
４・２
４
０
６

100円商店街開催
　100円商品の販売のほか、商品開発や仕入れ
などを勉強した地元小学生が模擬会社を設立し、
実際に出店して販売を行います。

【日時】 11月19日（土） 午前10時～
【場所】 大道銀天街周辺
問 市大道商店街振興組合事務局
　 （鳴門商工会議所内） ☎685・3748

▼11月１日～ 「いきいきサロン」「いきいき百歳体操」

▼11月16日～ 鳴門ビデオボランティア10周年
鳴門ビデオボランティア制作番組

▼ 11月１日～ なつかしの鳴門
　第29回全国身体障害者スポーツ大会／共同制作

▼11月16日～ あすたむらんどの紅葉／武田 義男（藍住町）
放送チャンネル・時間
テレビ鳴門 （111ch）８、13、23時～
行政情報 　（122ch）７、12、16、18、21、22時～ 

テ
レ
ビ
広
報
な
る
と  

番
組
ガ
イ
ド

17 平成28年11月号



Health Info
健康に関する多彩な講演会を開催
受講無料、申し込み不要です

講 演

乳幼児健診
【場　所】 うずしお会館２階
 実…実施日　対…対象児　 受…受付時間
■３歳児健診  実 11月11日㈮
    対 平成25年５月生まれ 受 12：30～13：00
■１歳６か月児健診  実 11月17日㈭
    対 平成27年４月生まれ 受 12：30～13：00
■９か月児健診  実 11月10日㈭
    対 平成28年１月生まれ 受 12：20～12：40
■４か月児健診  実 11月10日㈭
    対 平成28年６月生まれ 受 13：20～13：40
■ 股関節脱臼検診  実 11月18日㈮
    対 平成28年７月、９月生まれ 
    受 12：40～13：00
■ 聴力検査（場所：市役所共済会館３階）
    実 11月30日㈬　受 ９：30～10：00
    対 １歳６か月児健診を受診した方で、
    　 聴力検査を希望される方

コース 中期編 後期編
対　象 妊娠15～27週の方 妊娠28週以降の方
時　間 午前10時～11時30分 午後２時～３時30分
定　員 参加人数により調整
場　所 市役所本庁１階 第一会議室、市民相談室

健康相談

■ 市役所１階市民相談室
【日　時】 11月１日（火）、９日（水）、
　16日（水）、29日（火）  午前９時～正午
■ キョーエイ鳴門駅前店
　 １階サービスカウンター横

【日　時】 11月15日（火）：午後１時30分～
　３時、24日（木）：午前10時～11時30分

休日当番医

　受診は救急患者に限られ、往診はでき
ません。当番医は変更となる場合があり
ます。お問い合わせはテレホンガイド（☎
685・3322）まで。

【診療時間】 午前９時～午後11時
11月３日（木・祝） 鳴門川島クリニック（段関）
 ［内・透］  ☎683・0810
　　６日（日） 田口小児科クリニック（大代）
 ［小・内・アレ］  ☎683・1120
　　13日（日） 岡﨑内科循環器科（高島）
 ［内・循・小］ ☎687・2720
　　20日（日） 板東診療所（板東）
 ［内・呼・消］ ☎689・1252
　　23日（水・祝） 今井メンタルクリニック（黒崎）
 ［心・精・内］ ☎683・1552
　　27日（日） だいとうレディースクリニック（大桑島）
 ［産・内］  ☎683・1588

　「笑いの体操」と「ヨガの呼吸法」を組み合わせた「笑いヨガ」。笑っ
て楽しく体を動かし、健康になりましょう。

【日　時】 11月12日（土）　午後１時30分～２時30分
【場　所】 うずしお会館２階 第一会議室
【講　師】 中瀬 勝則 氏
　　　　 中瀬医院院長、笑いヨガ認定ティーチャー

【持参物】 飲み物、タオル、運動靴、動きやすい服装 など

心と体を癒やす笑いの力

笑いヨガで超健康になる

　いつまでも元気な体を保つコツを教えます。講演後には質疑応答
の時間もあります。

【日　時】 11月26日（土）　午後１時30分～３時30分
【場　所】 うずしお会館２階 第一会議室
講演① 「正しいウオーキングとジョギング」

【講　師】 小原 繁 氏
　　　　 徳島大学名誉教授
講演② 「骨・筋肉を若々しく保つために」

【講　師】 山口 鉄生 氏
　　　　 徳島大学教授

生涯現役！

健康寿命を延ばそう

　メタボは大人だけがなるものではありません。生活リズムの乱れ
から起こる子どもの病気の予防法を教えます。

【日　時】 12月４日（日）　午前10時30分～正午
【場　所】 うずしお会館２階 第一会議室
【講　師】 小川 由紀子 氏
　　　　 徳島県鳴門病院小児科部長

子どもの健康づくり講演会　快眠・快起・快食

脳がよろこぶ生活リズム

いきいきマタニティー教室（中期編・後期編）

　11月21日（月）に下表のとおり開催します。参加希
望者は、11月14日（月）までに電話、Ｅメール（氏名、
生年月日、電話番号、出産予定日、コースを明記）で
表題の《市子育て世代包括支援センター》へ。
※教室の内容や当日の準備物などはお問い合わせください。
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《母子保健、栄養指導》☎684・1049    《成人保健》☎684・1137   《予防接種》☎684・1206  
《市子育て世代包括支援センター》☎684・1561　　〒772・8501  撫養町南浜字東浜170番地 

FAX 684・1336   mail 同室：kenkozukuri@city.naruto.lg.jp　同センター：neuvola@city.naruto.lg.jp

すこやかライフ
　　　  　

▲  

お問い合わせ　市役所健康づくり室、市子育て世代包括支援センター（鳴門市版ネウボラ）

健康な生活を送りましょう

冬がやってきます  インフルエンザを予防しよう
普段の心掛けと予防接種

予 防
接 種

医院・病院名 住所 電話番号 医院・病院名 住所 電話番号
今井メンタルクリニック 撫 養 町 黒 崎 ☎683・1552 鳴門メンタルクリニック ココロカル 撫 養 町 南 浜 ☎624・7700
岩朝病院 撫 養 町 立 岩 ☎685・8855 元木医院 撫 養 町 南 浜 ☎685・8282
うがい医院 撫 養 町 斎 田 ☎686・2307 岡﨑内科循環器科 鳴 門 町 高 島 ☎687・2720
小川病院 撫 養 町 斎 田 ☎686・2322 鳴門山上病院 鳴門町土佐泊浦 ☎687・1234
勝良医院 撫 養 町 斎 田 ☎686・1216 南海病院 鳴門町土佐泊浦 ☎687・0311
兼松病院 撫 養 町 斎 田 ☎685・4537 北田医院 瀬 戸 町 明 神 ☎683・7050
レディースクリニック兼松産婦人科 撫 養 町 南 浜 ☎685・1103 沢内科胃腸科 瀬 戸 町 明 神 ☎688・0611
かわの内科アレルギー科 撫 養 町 立 岩 ☎683・1355 鳴門シーガル病院 瀬 戸 町 堂 浦 ☎688・0011
徳島県鳴門病院 撫 養 町 黒 崎 ☎683・0011 あおぞら耳鼻科 大 津 町 吉 永 ☎684・4685
高麗耳鼻咽喉科 撫 養 町 斎 田 ☎685・1180 田口小児科クリニック 大 津 町 大 代 ☎683・1120
西條内科 撫 養 町 南 浜 ☎686・1235 鳴門川島クリニック 大 津 町 段 関 ☎683・0810
斎藤整形外科 撫養町小桑島 ☎685・5811 橋本医院 大 津 町 吉 永 ☎685・5211
さくら耳鼻咽喉科クリニック 撫 養 町 北 浜 ☎685・7701 原田内科 大 津 町 矢 倉 ☎685・3351
佐藤整形外科 撫 養 町 南 浜 ☎685・6555 森本内科循環器科 大津町木津野 ☎686・8181
だいとうレディースクリニック 撫養町大桑島 ☎683・1588 吉田整形外科 大津町木津野 ☎684・1550
高田内科医科 撫 養 町 黒 崎 ☎684・0031 大谷の里クリニック木洩れ日 大 麻 町 池 谷 ☎689・0910
たきファミリークリニック 撫 養 町 黒 崎 ☎683・1235 古林内科 大 麻 町 板 東 ☎689・3366
谷医院 撫 養 町 斎 田 ☎686・3569 斎藤医院 大麻町牛屋島 ☎689・0151
津田ブレインクリニック 撫 養 町 黒 崎 ☎684・3171 中西医院 大 麻 町 板 東 ☎689・1508
浜中内科医院 撫養町弁財天 ☎677・5755 原田医院 大 麻 町 大 谷 ☎689・2108
福田医院 撫 養 町 立 岩 ☎686・2561 板東診療所 大 麻 町 板 東 ☎689・1252

▼ 平成28年度  インフルエンザ予防接種指定医療機関名簿

【対象者】 本市に住民登録または外国人登録されてい
る方のうち、予防接種を希望する

①65歳以上の方
②60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓または呼吸器の

機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限される
程度の障がいを有する方およびヒト免疫不全ウイ

ルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可
能な程度の障がいを有する方

【費　用】 1,850円（生活保護世帯は無料。接種の際に
生活保護受給証明書を持参してください）

※要介護状態などで市外の施設または医療機関に長
期にわたり入所・入院されている方で、市内の医
療機関での接種が困難な方は、事前に表題の《予
防接種担当》へご相談ください。

平成29年１月15日（日）まで実施期間

風邪 インフルエンザ
感染力 弱い 強い（短期間で流行）

症状 鼻水、くしゃみ、
発熱を伴う

38℃以上の高熱、頭痛、
関節痛、筋肉痛、悪寒

経過 比較的穏やか 急激な高熱で発症

▼ 風邪とインフルエンザの違い　インフルエンザの症状は風邪と違い、とても強い
感染力を持っています（右表参照）。インフルエンザ
に感染しないためには、マスクの着用などで感染経
路を絶つことが大切です。
　小まめな手洗い・うがいや適度な湿度（50～60％）
を保つこと、また、体力や免疫力を高めることも感
染予防に役立ちます。

インフルエンザ予防接種を受けましょう！

電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。19 平成28年11月号



▼   ▼   ▼   ▼  WeLoveなるとデー（鳴門のためにできることをする日）　　　　 【活動報告書】

個人名または団体名 　　　 連絡先 　　

具体的な活動内容      活動場所

感想があればご自由に
ご記入ください

活動日時（複数日
の場合は下段）

　   月　   日　　時　 分～ 　 時　 分

広報・ウェブサイト
への掲載の可否 可　・　否 参加人数 男  　人・女  　人　計  　人

※書ききれない場合は、別紙に記入してください。

 
〒772･8501 撫養町南浜字東浜170番地
☎088・684･1189／FAX088・684･1336
Ｅメール：welovenaruto@city.naruto.lg.jp

問・提出先　市役所市民協働推進課※これまでの活動内容は、市公式ウェブサイ
ト内「市民協働のまちづくり」から見ること
ができます。

http://www.city.naruto.tokushima.jp/contents/shiminkyodo

実施期間
10月23日（日）～
11月６日（日）　

▼ 
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★ 鳴門のために行います！期間中の活動（事前連絡提出分）
活動名 日　時 場　所 活動団体、内容

第３回
なるとまちバル

※17ページに関連記事

　11月４日（金）、
    ５日（土）

撫養町、大津町、
里浦町、瀬戸町、

　鳴門町内の店舗

なるとまちバル実行委員会（☎088・685・3748）
１冊５枚つづりのチケット（3,000円）を使い、市
内のお店を食べ・飲み歩くイベントです。

第14回図書館に
本を贈るための
チャリティーバザー

11月５日(土)
午前10時～午後２時

※少雨決行、雨天時 
　は翌日へ順延

市立図書館前庭、
１階ロビー

ＮＰＯ法人「ふくろうの森」（☎088・685・0389）
市立図書館の蔵書を、１冊でも多く増やすため
のチャリティーバザーです。本のリサイクル市の
ほか、花の苗などを販売します。
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平成28年　秋季全国火災予防運動

問 市消防本部予防課 ☎088・684・1333

平成28年度　全国統一防火標語　「消しましょう　その火その時　その場所で」

　この運動は、火災が発生しやすい時期を迎えるに当
たり、火災予防の一層の普及・啓発を図り、火災によ
る市民の生命財産を守ることを目的としています。
　11月13日（日）には、午前10時から大麻比古神社臨
時駐車場で、消防本部と消防団が連携した秋季消防
訓練を行います。

　また、11月16日（水）午後４時から
は、パワーシティ鳴門駐車場で桑
島小学校金管バンドによる防火演
奏会を行い、婦人防火クラブやう
ず小町とともに、「うずしおくん」「うずひめちゃん」
が火災予防啓発品を配布します。

寝たばこやたばこの
投げ捨てをしない

天ぷらを揚げるときは、
その場を離れない

子どもにはマッチや
ライターで遊ばせない

ストーブには燃えやすい
ものを近づけない

電気器具は正しく使い
たこ足配線はしない

風の強いときは
たき火をしない

11月９日（水）から15日（火）までは

◆ 人と人とのつながりの中で　
　「あなたはいま幸せな生活を送っていますか？幸
せだとして、これからもずっとその生活を続けられ
ると思いますか？幸せでないとしたら、幸せを実感
するためには何が必要ですか？」
　私たちは、自分や家族が幸せになること、幸せ
であることを求めています。誰も「不幸」になるこ
と、 「不幸」であることを望んではいません。
　では、あなたにとって「不幸」とは、どのような状
態のことでしょうか？
　この問いに、何かをイメージされた方がいました

ら、お願いしたいことがあります。もし
その状態になっても、あなたが「不幸」と
感じずにいられるためには、何が必要か
を考えていただきたいのです。そして、何か一つで
も思いつくことがあれば、今後各地域で開催予定の
市民と行政、市社会福祉協議会がさまざまな問題点
を話し合う地域座談会で、ぜひお聞かせください。
　また、先ほどの問いに、 「今が不幸」と思われた方
にもお願いがあります。 「不幸」な状態にあるあなた
を探し出し、何ができるかを一緒に考えたいと思っ
ている人が近くにいます。あなたと同じ「不幸」を感
じている方々のためにも、ぜひ座談会に来ていただ
き、声を、訴えを聞かせていただけませんか。
　助け合いや支え合いのつながりから、誰一人とし
て排除されることのない「一人ひとりを包摂する地
域社会」の実現のために、私たちができることを一
緒に考えていきましょう。

地域福祉コラム
～思いやりとぬくもり～

問 市役所社会福祉課 ☎088・684・1219第４回

住宅火災

いのちを守る７つのポイント
■３つの習慣
①たばこの火の処理に注意し、寝たばこをしない。
②ストーブは、燃えやすい物から離れた場所
　で使う。
③ガスコンロから離れるときは、必ず火を消す。
■４つの対策
④逃げ遅れ防止のために、住宅用火災警報器
　を設置する。
※設置から10年以上経過している場合は、本
　体の交換をお勧めします。
⑤寝具やカーテンからの火災を防ぐために、
　防災品を使用する。
⑥火災を小さいうちに消すために、住宅用消
　火器などを設置する。
⑦高齢者や体の不自由な方を守るために、隣 
　近所の協力体制をつくる。

家の周りに燃えやすい
ものを置かない
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まちづくり活動

応援補助金事業

市民が考えた地域活性化事業

野口雨情メモリアル音楽祭2016
～「鳴門小唄」を紡ぐ歌仲間～

　「鳴門小唄」と野口雨情作詞の童謡が大集合し、歌
と踊りと笑顔いっぱいの音楽祭を開催。会場のロ
ビーでは、「小唄マルシェ」も開催します。

【日　時】 11月６日（日） 午後１時30分～４時
　　　　 （開場：正午～）

【場　所】 市文化会館（整理券が必要ですので、お問
い合わせください。）

【問・申し込み】 「鳴門小唄」でいきいきなると
　実行委員会 榊 ☎080・5669・8150

子育て親育ちプロジェクト
「親子　de　絵本」

　絵本を読み合ったり、おしゃ
べりしたり、親子でのんびり絵
本を楽しみましょう。お気に入
りの絵本を１冊お持ちください。

【日　時】 11月12日（土） 午後２時～４時
【場　所】 ボートレース鳴門特別観覧施設（Ｒ

ろ
ＯＫ

く
Ｕ）

【問・申し込み】 開催日の前日までにＥメールで、な
るとにしあそびラボ「てとてとて」 佐々木（Ｅメール 
761024tetete@gmail.com ☎090・1158・5851）へ。

本市を中心に活動している認定ＮＰＯ法人鳴門
「第九」を歌う会が、第38回サントリー地域文化

賞を受賞し、贈呈式が９月30日に東京都内で行われ
ました。県内でこの賞を受賞するのは５件目です。
　この賞は、全国
各地で展開されて
い る 芸 術、 文 学、
伝統の保存・継承
や衣食住での文化
創 出、 環 境 美 化、
国際交流などの活
動を通じて、地域
の文化向上と活性
化に貢献した個人、団体に贈呈されており、公益財
団法人サントリー文化財団が全国から毎年５件の活
動を選定しています。
　鳴門「第九」を歌う会は、平成15年にＮＰＯ法人の
認可を受けて以来、毎年６月に市文化会館で開催さ
れるベートーヴェン「第九」交響曲演奏会の運営の中
心となり、地域での「第九」普及に尽力してきました。

　 こ の 演 奏 会 は、
昭和57年に市制施
行35周 年 記 念・ 市
文化会館落成記念
行事として開催さ
れてから、今年で
35回目を迎えてい
ます。平成元年に
は「全 日 本『第 九 を
歌う会』連合会」が結成され、今では海外も含め60を
超える団体が演奏会に参加しています。
　そして、姉妹都市であるドイツ・リューネブルク
市や、捕虜となったドイツ兵が拠点としていた中国・
青島での「里帰り公演」も実現しており、こうした実
績が、今回の受賞に繋がりました。
　平成30年には、板東俘

ふ

虜
りょ

収容所でドイツ兵捕虜が
アジアで初めて「第九」を演奏してから100周年の記
念すべき年を迎えます。
　今回の受賞はこれに向けての取り組みに、一層の
弾みをつけることになりました。

　ポールの使用方法など基本から
学ぶことができます。初心者の方
もぜひご参加ください。

【日　時】 11月13日（日）
　　　　 午前10時～正午

新池川ふれあい健康ウオーク事業　～ノルディックウオーク講習会～

※講習会の前に環境美化活動として、午前９時30分
からＥＭダンゴ投入を実施します。

【場　所】 新池川周辺（警察前広場）
※雨天時は、渦潮ふれあい館で実施。
問 新池川をきれいにする会 乾 ☎090・3181・1402

贈呈式の様子
公益財団法人サントリー文化財団提供

第１回第九交響曲演奏会の練習風景

サントリー地域文化賞受賞
認定ＮＰＯ法人鳴門「第九」を歌う会

「第九」普及活動が高く評価されました
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市民がグラウンドゴルフ場を造る
「姫田健康ふれあい広場」オープン

10月12日

　地域の触れ合いの場を提供したいとの思いで10月12日、市
民自らの手で造ったグラウンドゴルフ場「姫田健康ふれあい広
場」がオープンしました。当日にはグラウンドゴルフの大会も開
かれ、地元の愛好家や初心者ら約40人が参加し、ホールイン
ワンが決まるなどで盛り上がりました。運営責任者の矢野さん
は「利用は無料なので、姫田地域の方だけでなく市民の皆さん
にさまざまなイベントでこの広場を活用してほしい。」と話してい
ました。利用希望の方は矢野さん（☎090・4785・2684）へ。広場での初めての大会は大いに盛り上がりました

幅広い世代が参加した運動会
第７回みなさんと島民運動会開催

10月23日

　島田小学校で10月23日、島田地区自治振興会や地域の方
が主体となって実施する、第７回みなさんと島民運動会が
開かれました。「だるま運び」や「みんなで玉入れ」など、子ど
もから高齢者までの幅広い世代が一緒に出場できる種目が
好評で、当日は約300人の家族連れらでにぎわいました。「む
かで競走」や「綱引き」など、チームで力を合わせる種目では、
参加者がお互いに声を掛け合いながらチームの勝利を目指
すと、会場からは大きな声援が飛んでいました。「だるま運び」で笑顔を見せる参加者

　ロータリー財団100周年記念事業として、本市
出身・在住の絵本作家くすのきしげのりさんの本
を読んでもらおうと10月２日、鳴門ロータリーク
ラブから著書72冊が市立図書館に寄贈されまし
た。 約30人が出席した
贈呈式後にはくすのきさ
んの講演会もあり、作品
に込められた思いなどを
語っていました。

図書館へ絵本を寄贈寄付・寄贈

　ボートレース鳴門で10月８日、元卓球女子日本
代表監督の近藤欽司さんによる講演会が開かれ
ました。
　近藤さんは参加者60人をユーモアのあるトーク
でひきつけると、自身が
経験して感じた、ピンチ
の時に選手に掛ける「言
葉の力」の大切さなどに
ついて話していました。

自身の指導経験を語る講演

　「いきいきサロン折野」の活動の一環で、高齢者の健康づく
りや交流する機会を作ろうと、10月14日に北灘西小学校で徳島
ヴォルティス普及コーチによる健康づくり教室が開催されました。
　市と徳島ヴォルティスの連携事業である同教室には、折野地
区在住の31人が参加。コーチ指導のもと、ボールを使った運
動やチーム対抗のゲームに挑戦しました。熱戦が繰り広げられ
た会場は活気であふれ、参加者は「体を動かせて楽しい」と気
持ちのいい汗を流していました。

健康に暮らすための運動教室
徳島ヴォルティス普及コーチによる健康づくり教室

10月14日

ボールを使ったゲームで汗を流していました
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農業に女性の声を
後継者の育成目指す

「
結
婚
し
た
と
き
は『
農
業

は
し
な
く
て
も
い
い
か

ら
』っ
て
言
っ
て
く
れ
て
い
た
け

れ
ど
」。
農
業
を
本
格
的
に
始
め

た
の
は
、
三
女
が
保
育
所
に
入
所

し
た
30
歳
の
と
き
。
そ
れ
か
ら
30

年
余
り
、主
に
レ
ン
コ
ン
の
洗
浄
、

出
荷
が
毎
日
の
仕
事
で
す
。

　

谷
口
家
は
レ
ン
コ
ン
の
専
業

農
家
。「
育
て
た
レ
ン
コ
ン
の
出

荷
は
日
に
日
に
楽
し
い
」と
農
業

に
携
わ
る
喜
び
を
語
り
ま
す
。

「
レ
ン
コ
ン
の
旬
は
秋

か
ら
冬
。
よ
り
大
き

い
レ
ン
コ
ン
が
お
い

し
い
で
す
よ
」。
消
費

者
へ
の
普
及
宣
伝
も

忘
れ
ま
せ
ん
。

　
平
成
８
年
に

農
業
者
年
金
制

度
が
見
直
さ

れ
、
女
性
の
加

入
が
可
能
と
な
っ
て
す
ぐ

同
年
金
に
加
入
。
県
内
で

初
め
て
の
女
性
加
入
者
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
女
性

農
業
者
地
位
向
上
の
先
駆

け
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
元
農
協
の

女
性
部
長
や
市
農
業
委
員
会
農
政

副
部
会
長
を
経
て
、
市
農
業
委
員

会
会
長
に
就
任
。「
会
長
は
名
ば
か

り
。
周
り
の
方
に
恵
ま
れ
て
助
け

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」。
謙
遜
を

し
な
が
ら
も「
農
業
が
さ
か
ん
な

地
域
で
後
継
者
を
育
て
る
こ
と

が
、
私
た
ち
農
業
委
員
会
の
役
目

で
す
。
担
い
手
に
農
地
を
託
す
足

掛
か
り
に
な
り
た
い
」と
張
り
切

り
ま
す
。

　

県
内
の
女
性
農
業
委
員

で
組
織
す
る
県
女
性
農
業

委
員
協
議
会
会
長
と
い
う

顔
も
持
ち
、
農
業
者
婚
活

バ
ス
ツ
ア
ー
の
開
催
を
は

じ
め
、
食
育
や
農
業
者
年

金
の
普
及
な
ど
に
も
力
を

入
れ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

来
年
７
月
に
控
え
て
い

る
農
業
委
員
の
改
選
に
伴

う
女
性
農
業
委
員
数
の
減

少
を
懸
念
し
、
県
内
各
市
町
村
長

や
議
会
議
長
に
対
し
要
望
活
動
も

行
い
ま
し
た
。「
県
内
24
市
町
村
に

２
人
以
上
の
女
性
農
業
委
員
の
登

用
を
」と
意
気
込
み
ま
す
。

鳴
門
ゆ
か
り
の
輝
く

File.14

鳴門市農業委員会会長

谷 口  清 美  さん ［ 池谷 ］

たにぐち・きよみ。1955年生まれ。藍住北
小、藍住中、城北高、徳島県歯科学院専門
学校卒。徳島市内の歯科医院に勤務し、結
婚後、妊娠を機に退職。三人娘の子育てに
専念した後、農業の道に進む。現在は夫と
長女夫婦４人でレンコンの生産に励む。旧
JA堀江女性部長、JA徳島北女性部長などを
歴任し、平成26年７月から市農業委員会会
長に就任。県内初の女性農業委員会会長と
なる。同年11月には県女性農業委員協議会
の設立に尽力し、現在も同協会会長として
活動している。

市や県の
農業発展に尽力
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